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昨
年
秋
に
、
農
作
物
被
害
報

告
を
も
と
に
現
地
巡
回
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
ア
ラ
イ
グ
マ

と
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
高
島
市
内
全

域
で
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ラ
イ
グ
マ

は
「
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生

態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に

関
す
る
法
律
」
で
特
定
外
来
生

物
と
し
て
、
ま
た
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
は
「
ふ
る
さ
と
滋
賀
の
野
生

動
植
物
と
の
共
生
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
く
指
定
外
来
種
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
繁
殖
力
が

強
く
、
成
獣
に
な
る
に
つ
れ
て

気
性
が
荒
く
な
り
、
引
っ
か
い

た
り
、
噛
み
つ
い
た
り
し
て
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
主
に
滋

賀
県
南
部
を
中
心
に
生
息
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
少
し
ず
つ

し
か
出
産
し
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ
と
比

べ
て
長
生
き
す
る
こ
と
か
ら
、

放
っ
て
お
く
と
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン

に
よ
る
被
害
は
、「
住
宅
の
屋

根
裏
に
住
み
着
い
た
」、「
飼
育

鯉
が
食
べ
ら
れ
た
」、「
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
・
ス
イ
カ
・
イ
チ
ゴ
・

ブ
ド
ウ
・
カ
キ
な
ど
農
作
物
が

食
べ
ら
れ
た
」
な
ど
多
数
報
告

さ
れ
、
被
害
は
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク

ビ
シ
ン
は
、
タ
ヌ
キ
、
ア
ナ

グ
マ
と
顔
の
模
様
や
体
型
が
似

　高島市では、下記の要件を満た
す方で、平成24年度に新たに有
害鳥獣捕獲員（駆除隊員）となっ
ていただける方を募集します。

○業務内容
　　市内で発生した鳥獣による農
　林水産業などへの被害の拡大を
　防ぐため、市が出動要請した場
　合に有害鳥獣の捕獲等に従事し
　ていただきます。
○応募資格
　・過去３年間に連続して狩猟者
　　登録を行っている方で、高島
　　市内に住所のある方。
　・有害鳥獣の捕獲に積極的に取
　　り組んでいただける方。
　・鳥獣保護法および銃刀法等関
　　係法令を遵守し、鳥獣の捕獲
　　等を適正かつ効果的に行うこ
　　とができる方。
　・銃猟による捕獲を行うため、
　　第一種銃猟免状をお持ちの　
　　方。（申込時に免状の写しが
　　必要です。）
○申込締切
　３月９日（金）17時
○申込方法
　所定の登録申請書に必要書類を
添えて農業振興課までお持ちくだ
さい。（登録申請者は農業振興課
にあります。）

　h農業振興課
　　f（25）8528

て
お
り
見
分
け
が
つ
き
に
く
い

こ
と
や
夜
行
性
の
た
め
人
間
に

目
撃
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
被
害
に
気
付
か
な

い
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る
よ
う
で

す
。

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
１
年
を
通

じ
て
出
産
し
、
特
に
４
月
か
ら

５
月
に
か
け
て
最
も
出
産
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

冬
場
は
空
き
家
・
納
屋
な
ど
で

塊
で
行
動
す
る
生
態
が
あ
る
よ

う
で
す
の
で
、
春
に
か
け
て
捕

獲
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

こ
う
し
た
外
来
生
物
に
対
応

す
る
た
め
、
市
で
は
「
特
定

外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に

係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
」
と
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
箱
わ
な
に
よ
る
捕

獲
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
市
で
は

被
害
で
お
困
り
の
方
に
対
し

て
、
小
型
捕
獲
檻
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
捕
獲
に

あ
た
っ
て
は
市
な
ど
の
捕
獲
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
住
ま
い
の
近
く
の
わ
な
猟
免

許
所
持
者
ま
た
は
農
業
振
興
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平成22年　安曇川地域で捕獲したアライグマ

平成23年　安曇川地域で捕獲したハクビシン

　薄暗い時間帯（夕方～夜中～朝方）に行動
することから、市では暗視カメラを使って、
生態調査をしながら捕獲を進めています。

　平成23年11月20日20時頃、マキノ町浦地
区で暗視カメラが撮影したアライグマ

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
員
を

募
集
し
ま
す

ア
ラ
イ
グ
マ

ア
ナ
グ
マ

・尾に黒いしま模様
　（５～７段）が特徴。 

・指は５本で細長い。
・尾が短い

・四肢は短く、褐色か黒色。
・耳は小さく先端が丸い。
　鼻が大きい。

・指は５本で、湾曲した長
　い爪がある。
・尾が短い。

・前肢から肩にかけて黒い
　帯がある。 
・四肢は黒色。 

・指は４本で、足跡は犬に
　似ている。
・尾が短い。

タ
ヌ
キ

（出典：農林水産省生産局）

（後）（前）

（出典：農林水産省生産局）

　
アライグマ、ハクビシンの見分け方

市
内
で
被
害
増
加
！

ア
ラ
イ
グ
マ
、

　

ハ
ク
ビ
シ
ン

　

市
内
で
は
、
外
来
生
物
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に

よ
る
農
作
物
被
害
や
、
住
居
侵
入
な
ど
と
い
っ
た
被
害
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

特　集

ハ
ク
ビ
シ
ン

・尾が長く、体の長さとほ
　ぼ同じ。 

・鼻から後頭にかけて白い
　帯がある。 
・指は５本。

　

 

h
農
業
振
興
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
８



　

廃
棄
物
（
ご
み
）
を
、
定
め
ら
れ
た

ル
ー
ル
に
従
わ
ず
、
山
林
や
空
き
地
な

ど
に
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
を
不
法
投

棄
と
い
い
ま
す
。

　

高
島
市
で
も
、
不
法
投
棄
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
特
に
、
処
分
に
リ
サ
イ
ク

ル
料
が
必
要
な
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
・
乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン

が
、
道
端
や
、
空
き
地
、
山
林
な
ど

に
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
ご
み
集
積
所
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
不
法

投
棄
で
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

h
環
境
政
策
課　

f（
２
５
）８
１
２
３

山中に不法投棄された家庭ごみ

道端に不法投棄された家庭ごみ

●
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
固
く
禁
止
さ
れ
て
い

て
、
違
反
し
た
場
合
に
次
の
罰
則
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

・
５
年
以
下
の
懲
役

　

・
千
万
円
以
下
の
罰
金
、

　
　

ま
た
は
こ
の
併
科

※
併
科
…
同
時
に
２
つ
以
上
の
刑
を
科

　
　
　
　

す
る
こ
と

今津支所のごみ
集積所に洗濯機
が捨てられてい
ました

集積所に家電リ
サイクル品を捨
てることも不法
投棄です！

紙ごみ減量標語応募作品 「ごみ減量　みんながんばり　減らしましょう」　堀之内瞬也（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「広告の　白い部分は　メモ用紙」　仮屋　美咲（安曇川）

　滋賀県広報協会が主催する平成23
年滋賀県広報コンクールで高島市は広
報紙の部、広報写真の部、映像の部
でそれぞれ最高の知事賞を受賞しまし
た。受賞した作品は次のとおりです。

県広報コンクールで高島市が３冠！

h企画広報課　f（25）8114

○広報紙の部（市の部）
　広報たかしま平成23年１月１・15日号（No.130）
○広報写真の部
　広報たかしま平成23年４月１日号（No.135）表紙
○映像の部
　　「目指そうよ！ 紙ごみ減量　日本一」

広報たかしま平成23年４月１日号（No.135）表紙
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利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
！

　

も
っ
と
便
利
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
４
月
１
日
か
ら
変

更
し
ま
す
。
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー

h
交
通
対
策
課　

f（
２
２
）０
０
５
８

フ
リ
ー
乗
降
制
を
適
用

　

フ
リ
ー
乗
降
制
と
は
、
ル
ー
ト
上
の

場
所
で
あ
れ
ば
、
バ
ス
停
留
所
以
外
の

場
所
で
も
乗
降
で
き
る
制
度
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
市
営
バ
ス
、
定

時
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
次
の
区
間

を
除
き
、
フ
リ
ー
乗
降
制
が
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

○
利
用
で
き
な
い
区
間

　

・
道
路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
た
駐
停

　
　

車
禁
止
場
所

　

・
停
車
す
る
と
危
険
と
認
め
ら
れ
る

　
　

区
間
（
危
険
箇
所
等
）

※
フ
リ
ー
乗
降
区
間
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
乗
務
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ル
ー
ト
を
変
更

○
総
合
運
動
公
園
線
・
・
・

　
　

近
江
今
津
駅　
　

今
津
西
町

　
　

高
島
高
校
前　
　
北
浜（
平
和
堂
前
）

　
　

★
今
津
西
町
へ
の
乗
り
入
れ
を
行

　
　
　

い
ま
す

○
鵜
川
線
・
・
・

　
　

う
か
わ
フ
ァ
ー
ム
マ
ー
ト　
　

鵜
川

　
　

★
集
落
内
を
運
行
し
ま
す

○
マ
キ
ノ
南
西
部
線
・
・
・

　
　

グ
リ
ー
ン
レ
イ
ク
会
館
前
バ
ス
停

　
　

留
所
（
新
設
）
ま
で
延
長
運
行
し

　
　

ま
す
。

○
今
津
西
線
・
・
・
・

　
　

椋
川
南
バ
ス
停
留
所
（
新
設
）
ま

　
　

で
延
長
運
行
し
ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
に
は
、
安

全
・
安
心
で
低
料
金
の
高
島

バ
ス
交
通
を
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

乗
っ
て
残
す
、

乗
っ
て
活
か
す
公
共
交
通
！

ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
、

　
　

乗
り
継
ぎ
が
便
利
に

　

バ
ス
停
留
所
の
変
更
（
新
設・廃
止
）、

ル
ー
ト
変
更
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
や

路
線
ご
と
の
乗
り
継
ぎ
が
便
利
に
な
る

よ
う
に
、
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
す
。

※
時
刻
表
は
、
市
役
所
市
民
課
・
各
支

所(

新
旭
振
興
室
を
含
む)

・
交
通

対
策
課
の
ほ
か
定
期
券
、
回
数
券
の

販
売
場
所
で
、
３
月
中
旬
以
降
お
受

け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
高

島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

国
境
線
か
ら

総
合
運
動
公
園
線
に
乗
り
継
ぐ
場
合

例マ
キ
ノ
国
境
方
面
〜
国
境
線 

近
江
中
庄
駅（
９

時
46
分
）
↓ 

…
（
乗
継
）
… 

↓ 

総
合
運
動

公
園
線 

近
江
中
庄
駅
（
９
時
50
分
）
〜
今
津

方
面

今
津
方
面
〜
総
合
運
動
公
園
線 

近
江

中
庄
駅
（
12
時
40
分
）
↓ 

…
（
乗
継
）

… 

↓ 

国
境
線 

近
江
中
庄
駅(

12
時
45

分
）
〜
マ
キ
ノ
国
境
方
面

帰
り

行
き

バ
ス
停
留
所
の

新
設
、
廃
止
、
名
称
の
変
更

新　

設

○
マ
キ
ノ
南
西
部
線
・
・
・

　
　
　

グ
リ
ー
ン
レ
イ
ク
会
館
前

○
今
津
西
線
・
・
・  　

 

椋
川
南

○
白
浜
線
・
・
・
大
地
作
業
所
前

廃　

止

○
マ
キ
ノ
南
西
部
線
・
・
・
大
沼
西

○
総
合
運
動
公
園
線

　
　
　
　
　

・
・
・
市
民
会
館
前

○
鵜
川
線
・
・
・

　
　
　

打
下
（
国
道
１
６
１
号
）

○
横
山
田
中
線
・
・
・

　
　
　
　
　
　

宮
野
口
↓
野
田
口

○
東
循
環
線
・
・
・

　

深
溝
神
社
前
↓
日
吉
二
宮
神
社
前

名
称
変
更



紙ごみ減量標語応募作品 「ごみなどは　空気をよごす　正体だ。」　上別府陽菜（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「ごみ減量　みんなのために　市のために」　今西　美優（今　津）

h環境政策課　f（２５）８１２３〔出典：関西電力株式会社〕

　毎日の食事は、私たちのエネルギー源。きちんと栄養をとらないと、体の
なかで十分な熱をつくり出せません。食生活をちょっと見直してみませんか。

「節電」に
ご協力ください

食べもので ホット体を に
ぽかぽか
大作戦

12月19日～３月23日

　温かいものを食べると直接体が温まり、全
身の血のめぐりがアップ。
　特に汁ごと食べられるスープや鍋ものなど
がおすすめです。冷たい食べ物・飲み物はな
るべく避けて、果物も冬は常温で。

温かい料理を積極的に

　毎日決まった時間に、栄養バランスのいい
食事をすることは、冷えにくい体づくりの基
本。きちんと食べれば、体のなかで十分な熱
がつくられ、その熱が血液の流れを通して全
身に運ばれるので体が温まります。

規則正しくバランスよく

　無理なダイエットをすると熱源不足で体が
冷えます。逆に食べすぎても血流が悪くなる
ので、やはり冷えを招くことに。少なすぎず、
多すぎない、腹八分目の心がけを。

腹八分目をキープ

Ｊ
Ｒ
湖
西
線   

近
江
高
島
駅

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成
！

　

近
江
今
津
駅
・
安
曇
川
駅
に
続
き
、

近
江
高
島
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
完
成

し
、
３
月
７
日
か
ら
、
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

近
江
高
島
駅
で
は
、
高
島
市
民
病
院

の
開
院
に
合
わ
せ
て
、
だ
れ
も
が
利
用

し
や
す
い
駅
と
な
る
よ
う
、
平
成
23
年

９
月
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
次
の
設
備
を
整
備
し
ま
し

た
。

h
交
通
対
策
課

　

f（
２
２
）０
０
５
８

乗
っ
て
増
や
そ
う

　
　

湖
西
線
ダ
イ
ヤ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
の
概
要

・
障
が
い
者
対
応
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
　
　
　

・
・
・（
11
人
乗
り
）
２
基

・
階
段
部
分
の
２
段
手
す
り

・
音
響
音
声
案
内
装
置
（
ホ
ー
ム
）

・
点
字
案
内
板　

２
か
所

・
視
覚
障
が
い
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
（
駅
舎
内
・
ホ
ー
ム
）

・
男
女
共
用
多
機
能
ト
イ
レ　

１
か
所

　

Ｊ
Ｒ
湖
西
線
は
、
通
勤
・
通
学
を
は

じ
め
通
院
や
買
い
物
な
ど
、
市
民
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
安
全
安
心

な
交
通
手
段
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
利

用
が
、
大
き
な
力
と
な
り
、
湖
西
線
の

利
便
性
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※戦傷病者の方は、税務課までお問い合わせください。

　h税務課　f（２５）８１１６

　

軽
自
動
車
を
取
得
し
た
場
合
や
、
廃

車
・
譲
渡
を
し
た
場
合
に
は
届
出
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン

の
買
替
え
の
場
合
も
登
録
の
変
更
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
軽
四
輪
自
動
車
・

バ
イ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
所
有
者

に
対
し
て
毎
年
４
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
届
出
を
済

ま
さ
れ
て
い
な
い
車
両
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続
場
所
や

添
付
書
類
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
の

●その他の車種
　下記へお問い合わせください。

車　　　　種 手 続 場 所
軽　二　輪

（125ccを超え250cc以下） 

小 型 二 輪
（251cc以上）

滋賀運輸支局 
守山市木浜町2298-5 

☎050（5540）2064

軽　三　輪 
軽　四　輪

軽自動車検査協会 
守山市木浜町2298-3 
☎077（585）7103

障害の区分 運転する人が身
体障害者本人

運転する人が同
一生計の方また
は常時介護者

身

体

障

害
　
者

視覚障害 1級～4級
聴覚障害 2級・3級
平衡機能障害 3級

音声機能障害 3級
（喉頭摘出者のみ） -

上肢不自由 1級・2級
下肢不自由 1級～6級 1級～3級
体幹不自由 1級～3級・5級 1級～3級
乳幼児期以前の非進
行性脳病変による運
動機能障害

上肢機能 1級・2級
移動機能 1級～6級 1級～3級

心臓、呼吸器、じん蔵、ぼうこ
う、または直腸、小腸機能障害 1級・3級

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害 1級～3級

肝臓機能障害 1級～3級

知的障害者 療育手帳に記載された障害の程度
が「A」の方

精神障害者 精神障害者保健福祉手帳に記載さ
れた障害等級が１級の方

　心身に障がいのある方が所有または使用
される軽自動車について、申請により軽自
動車税を減免する制度があります。
　減免が受けられるのは、車両の状況と障
がいの程度が右表に該当する場合です。

▼申請方法
　次の書類を税務課または各支所窓口へお
持ちください。

▼申請期間　４月２日（月）～５月24日（木）
▼注意事項
　減免は、普通自動車または軽自動車のい
ずれか１台のみです。
　障がいの程度や車両の要件は、４月１日
の状況が基準となります。

・
取
得 

し
た
場
合

・
廃
車 

し
た
場
合

15
日
以
内

30
日
以
内

●原動機付自転車（125cc以下）
　小型特殊自動車（コンバイン・トラクター・フォークリフト等）
　登録・廃車手続きは、申告書のほか次の書類等が必要です。

添 付 書 類 等 手続場所
購入の場合 

（中古車含む※１） 販売証明書、印鑑（認印可） 税務課 
f25-8116 

 
各支所窓口

譲受の場合 譲渡証明書、廃車証明書、 
印鑑（認印可）

廃車・譲渡の場合 ナンバープレート、印鑑（認印可）

上記届出を 
代理人がする場合

上記に加え委任状
販売事業者等も委任状が必要※２

※１　中古車両（原動機付自転車・小型特殊自動車）の登録時に廃車証明書の添付
　　　は不要です。 
※２　販売事業者の方が代理人となる場合においても委任状を添付してください。

軽自動車税の減免制度 対象者 所有者 運転者

身　体
障害者

18歳以上 本人 本人・同一生計の方
18歳未満 同一生計の方 同一生計の方

知的障害者・精神障害者 同一生計の方 同一生計の方

●減免の対象となる障がいの範囲

●減免の対象となる車両の状況

　軽自動車税の納期限は５月31日（木）に変更になります

○減免申請書（税務課・各支所にあります）
○身体障害者手帳（または、戦傷病者手帳・
　療育手帳・精神障害者保健福祉手帳）
○運転免許証（本人が運転しない場合は、
　同一生計の方の運転免許証）
○自動車検査証　○印鑑（認印可）

（基準日　４月１日）

（基準日　４月１日）

お済み
　ですか？

登
録
・
廃
車
・
名
義
変
更

←エレベーター
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紙ごみ減量標語応募作品 「ごみばこに　紙をいれないで　リサイクルしよう」　竹内そうた（マキノ） 紙ごみ減量標語応募作品 「ごみのかず　へらしてらくだ　ごみ出しも」　矢盛　滉樹（高　島）

区　　分 補　正　額
市税 １億１,０７５万円
地方特例交付金 ▲１，７６３万円
地方交付税 １，３２２万円
分担金・負担金 １，４２２万円
国庫支出金 ▲５７２万円
県支出金 ３,３５２万円
繰入金 ６，９９９万円
諸収入 ２,５５２万円
市債 ▲８９０万円

計 ２億３,５００万円

　一般会計歳入予算の主な内訳 　

平
成
23
年
度
12
月
補
正
予
算
が
議
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
今
年
度
申
込
件
数
の
多
い区　　分 補正前の額 補 　正　 額 補正後の額

一般会計 ２８１億４,５００万円 ２億３,５００万円 ２８３億８,０００万円

特別会計 １３３億８６０万円 １億２，６４０万円 １３４億３，５００万円

事業会計 １０９億４,０２８万円 ７３３万円 １０９億４,７６１万円

予算総計 ５２３億９,３８８万円 ３億６,８７３万円 ５２７億６,２６１万円

※１万円以下は切り捨てしているため合計は一致しません。

予
防
接
種
や
、
除
雪
委
託
料
の
増
額
分
、

台
風
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
な
ど
の
復
旧

費
用
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
支
給
費
の
大

幅
な
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

概
要
と
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

h
財
政
課　

f（
２
５
）８
１
１
１

予防接種事業費 道路除雪事業 道路災害復旧事業
公営住宅管理事業 子ども手当支給事業 マキノ・ドーマー

損失補償関係
２，３８９万円 ３，５００万円 １，９６６万円 ▲１億４，０１６万円 １億３，４３７万円

　日本脳炎の予防接
種が増えたことや、
昨年ワクチンが不足
した子宮頸がんや肺
炎球菌の接種が増え
たことによる増額。

　大雪の長期予報が
出ていることから、
道路除雪業務の委託
料を増額。

　台風12号および
台風15号による大
雨によって被災し
た、今津・安曇川・
高島の道路や公営住
宅の修繕実施。

　国の制度改正に伴
い支給額を減額。

　（株）マキノ・ドー
マー損失補償金請求
事件の和解に伴い損
失補償金等を計上。
※詳しくはP11を
　ご覧ください。

　歳入歳出補正予算

　 主な事業

12
月
補
正
予
算
の
概
要

　

自
分
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
内
容
を
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
取
り
上
げ
て

も
ら
う
に
は
、
ま
ず
報
道
機
関
に
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

高
島
市
に
は
、
高
島
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
記
者
室
が
市
役
所
内
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
記
者
に
提
供
し
た
い
資
料
や
チ
ラ
シ
な
ど

を
、
企
画
広
報
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。
各
報

道
機
関
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

※
提
供
す
る
資
料
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。要
点

を
ま
と
め
て
、わ
か
り
や
す
く
内
容
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

※
大
津
に
支
局
が
あ
る
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
な
ど

に
も
資
料
を
送
付
し
て
い
ま
す
。そ
ち
ら
へ
の
送

付
も
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、企
画
広
報
課
へ
25

部
お
届
け
く
だ
さ
い
。

※
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
る
か
ど
う
か

は
、報
道
機
関
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。資
料
を
提

供
し
て
も
報
道
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

h
企
画
広
報
課　

f（
２
５
）８
１
１
４

伝
え
た
い
情
報
は
、

高
島
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
に
！

市長の手帳 関係機関との連携・支援により、
市民生活の安全・安心を！

　

h
障
害
福
祉
課

　
　

f（
２
５
）８
５
１
６

○
応
募
点
数　

35
点

○
名
称
の
説
明

　

コ
ン
パ
ス
は
羅
針
盤
の
こ
と
で

す
。
大
き
く
成
長
す
る
方
向
性
を
見

出
せ
る
よ
う
な
存
在
と
い
う
意
味

で
、
目
標
に
向
か
っ
て
共
に
進
み
、

い
つ
も
そ
ば
に
あ
り
頼
り
に
な
る
存

在
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

○
選
考
機
関

　

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
統

合
準
備
委
員
会

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
は
、

に
決
定
！

コ
ン
パ
ス

障がい者相談の拠点として、今津老人福祉
センター内に設置します。

　

障
が
い
別
に
設
置
し
て
い
る
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
、
本
年

４
月
か
ら
開
設
す
る
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
募
集
し
た
結
果
、
名

称
は
「
コ
ン
パ
ス
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、「
高
島
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

コ
ン
パ
ス
」
の
名
称
を
使

用
し
て
、
障
が
い
者
の
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
し
ま
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　この冬一番の寒波の影響に
より、２月２日未明から大雪
に見舞われ、マキノ町在原で
は、積雪量が２７５センチに
達するなど、市内各地が記録
的な降雪に見舞われました。
このような中、マキノ町在原
へ通じる県道が雪崩でふさが
り、集落の21世帯が孤立。
さらに主要国道や県道の通行
止めにより、マキノ、今津、
朽木地域で計11集落が一時
孤立状態となるなど、市民生
活に重大な影響が出たことか
ら、県に対し自衛隊の災害派
遣要請を要求いたしました。
　３日早朝、陸上自衛隊・航
空自衛隊から300人が派遣

され、マキノ、今津、朽木の
山間地域において除排雪作業
を実施していただき、一日で
集落内の生活道路を確保する
ことができました。また、国
土交通省近畿地方整備局・同
滋賀国道事務所にも支援いた
だき、照明車等による夜を徹
しての除雪作業により、主要
国道・県道の通行止めも早期
に復旧いたしました。同近畿
地方整備局には、引き続き在
原地区の除排雪にお世話にな
りました。
　今回は、陸上自衛隊、航空
自衛隊、近畿地方整備局、同
滋賀国道事務所等、関係機関
の機動力あふれる支援と連携

により、迅速に災害対策に取
り組むことができました。今
後とも関係機関との連携を密
にし、市民皆さまの生活の安
全・安心を守ってまいります。

▼
資
料
等
の
部
数

　
　

10
部
お
届
け
く
だ
さ
い

　
　
▼
高
島
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
社

　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
社
、
京
都
新
聞
社
、

　
　
　
　
　

中
日
新
聞
、
び
わ
こ
放
送
、

　
　
　
　
　

毎
日
新
聞
社
、
読
売
新
聞
社
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株
式
会
社
マ
キ
ノ
・
ド
ー
マ
ー
は
、

平
成
15
年
11
月
19
日
、
旧
マ
キ
ノ
町
と

発
芽
玄
米
製
造
の
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
で

あ
る
ド
ー
マ
ー
株
式
会
社
お
よ
び
マ
キ

ノ
町
農
業
協
同
組
合
他
19
人
の
出
資
に

よ
り
、
発
芽
玄
米
処
理
加
工
施
設
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
発
芽
玄
米
の
製
造
を

通
じ
て
、
価
格
の
低
迷
が
続
く
地
元
米

の
付
加
価
値
を
高
め
有
利
に
販
売
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
農
業
を
振
興
す
る
こ

と
を
目
的
に
地
元
企
業
と
し
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

設
立
に
あ
た
っ
て
、
株
式
会
社
マ
キ

ノ
・
ド
ー
マ
ー
は
設
備
資
金
と
し
て

平
成
16
年
４
月
１
日
付
け
で
滋
賀
県

信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下

「
県
信
連
」）
か
ら
、
利
息
１
．
65
％
、

遅
延
損
害
金
年
14
％
他
の
条
件
で
、

１
億
５
、０
０
０
万
円
を
借
り
入
れ
、

同
時
に
、
旧
マ
キ
ノ
町
は
将
来
そ
の
融

資
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
返
済
不
能
と

な
っ
て
「
県
信
連
」
が
損
失
を
被
っ
た

と
き
に
、
株
式
会
社
マ
キ
ノ
・
ド
ー
マ
ー

に
代
わ
っ
て
、「
県
信
連
」
に
対
し
そ
の

損
失
を
補
償
す
る
契
約
（
損
失
補
償
契

約
）
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
株
式
会
社
マ
キ
ノ
・
ド
ー

マ
ー
は
、
発
芽
玄
米
の
製
造
、
販
売
に

よ
り
営
業
を
続
け
ま
し
た
が
、
相
次
ぐ

新
規
メ
ー
カ
ー
の
参
入
等
で
販
売
競
争

が
激
し
く
な
り
、
ま
た
発
芽
玄
米
市
場

が
縮
小
傾
向
と
な
る
中
、
経
営
状
況
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
借
入
金
の
返

済
が
滞
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、「
県
信
連
」
か
ら
合

併
後
の
市
に
対
し
損
失
を
補
償
す
る
契

約
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
マ
キ
ノ・ド
ー

マ
ー
に
代
わ
り
支
払
い
の
滞
っ
た
元
金

１
億
２
、８
２
３
万
５
９
１
円
に
遅
延
損

害
金
を
加
算
し
た
弁
済
の
求
め
が
あ
り

ま
し
た
。

　

市
は
、
当
時
の
裁
判
の
判
決
事
例
を

も
と
に
、
市
独
自
の
判
断
に
よ
り
損
失

補
償
に
応
じ
、
公
金
を
支
出
す
る
こ
と

は
妥
当
で
な
く
、
司
法
の
場
に
お
い
て

判
断
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
の

も
と
、「
県
信
連
」
か
ら
の
支
払
い
に

応
じ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
21
年
７

月
27
日
、「
県
信
連
」
は
大
津
地
方
裁

判
所
に
「
損
失
補
償
金
支
払
請
求
事

件
」
と
し
て
訴
状
を
提
出
し
た
も
の
で

す
。

　
「
県
信
連
」
か
ら
訴
状
が
提
出
さ
れ

た
後
も
、
市
で
は
、
全
国
的
な
同
種

事
件
の
裁
判
の
判
決
事
例
を
根
拠
と
し

て
、
市
独
自
の
判
断
に
よ
り
、
損
失
補

償
に
応
じ
公
金
を
支
出
す
る
こ
と
は
妥

当
で
な
い
と
の
も
と
に
こ
の
訴
訟
を
争

い
ま
し
た
。

　

司
法
の
場
で
は
、
平
成
21
年
９
月
10

日
か
ら
平
成
23
年
６
月
21
日
ま
で
の
１

年
９
か
月
余
り
の
間
に
12
回
の
弁
論
を

重
ね
る
中
、
平
成
23
年
７
月
13
日
の
第

13
回
口
頭
弁
論
に
お
い
て
大
津
地
方
裁

判
所
か
ら
和
解
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
議
会
に
報

告
し
な
が
ら
和
解
勧
告
の
受
け
入
れ
の

是
非
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

結
果
、
市
に
有
利
な
判
決
に
導
く
た

め
の
証
拠
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
く
、「
県
信
連
」
の
請
求
が

認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
、

ま
た
、
こ
れ
以
上
訴
訟
を
続
け
れ
ば
支

払
遅
延
金
が
膨
ら
み
、
訴
訟
の
終
結
に

至
る
ま
で
に
は
相
当
の
金
額
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
解
決
金

１
億
３
、３
５
８
万
９
６
８
円
を
支
払

条
件
と
す
る
今
回
の
和
解
勧
告
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
得
策
と
判
断
し
、
平
成

23
年
12
月
高
島
市
議
会
定
例
会
に
本
件

「
損
失
補
償
金
支
払
請
求
事
件
の
和
解

に
つ
い
て
」
の
議
案
を
上
程
し
平
成
23

年
12
月
16
日
、
可
決
承
認
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

議
会
の
議
決
を
得
た
後
、
平
成
24
年

１
月
11
日
大
津
地
方
裁
判
所
で
開
催
さ

れ
た
第
14
回
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
双

方
が
和
解
条
項
確
認
し
た
後
、
市
は
解

決
金
１
億
３
、３
５
８
万
９
６
８
円
の
支

払
義
務
を
認
め
、
平
成
24
年
１
月
25
日

県
信
連
に
対
し
支
払
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

●
裁
判
に
至
っ
た
経
緯

●
裁
判
の
経
過

●
和
解
と
今
後
の
対
応

㈱
マ
キ
ノ
・
ド
ー
マ
ー

損
失
補
償
金
支
払
請
求
事
件
の

和
解
に
至
る
経
過
報
告

　

１
月
11
日
、
市
と
滋
賀
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
の
間

で
争
っ
て
き
ま
し
た
、
第
３
セ
ク
タ
ー
㈱
マ
キ
ノ
・
ド
ー
マ
ー
に
関

す
る
「
損
失
補
償
金
支
払
請
求
事
件
」
の
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

紙ごみ減量標語応募作品 「ごみへらし　みんなでしようよ　リサイクル」　松永　樹（朽　木） 紙ごみ減量標語応募作品 「ゴミはゴミ箱へ捨てよう」　中村　勇翔（高　島）

地域 平 均
(㎏/年)

最 高
(㎏/年)

最 低
(㎏/年)

データ数
(筆)

マキノ 40 60 13 95
今　津 39 45 30 5
朽　木 30 30 30 19
安曇川 58 90 30 128
高　島 59 90 26 68
新　旭 42 69 19 71
市内全体 49 386

◆ 1反当りの物納（玄米）量

地域 平 均
(円/年)

最 高
(円/年)

最 低
(円/年)

データ数
(筆)

マキノ 7,700 10,000 4,900   46
今　津 7,800 12,000 3,500 174
朽　木 7,400   7,500 6,700   13
安曇川 9,800 15,000 5,000 135
高　島 8,700 13,300 4,700   92
新　旭 7,100 10,000 2,400   71
市内全体 8,300 531

◆ 1反当りの賃借料 　

農
地
の
賃
借
料
を
決
定
す
る
際
の
目
安
と
し
て
、
平
成
23
年
中
に
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
を
次
の
と
お
り
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、「
農
地
の
賃
借
料
情
報
」
は
実
勢
の
集
計
値
で
あ
り
拘
束
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。
賃
借
料
は
、
農
地
の
状
況
等
に
合
わ
せ
、
貸
し
手
と
借
り

手
の
両
者
で
よ
く
協
議
し
た
上
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※データ数は、集計に用いた筆数です。
※畑については、事例が少ないためデータには含まれていません。

　

h
農
業
委
員
会
事
務
局　

f（
２
５
）８
５
１
３

農
地
の
賃
借
料
情
報

平
成
23
年

※
平
成
21
年
12
月
15
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
地
法
に
よ
り
、
標
準
小
作
料

　

制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

h
農
業
振
興
課　

f（
２
５
）８
５
１
１

地　域 測  定  地  点 １月平均値
（1日～31日のうち平日）

マキノ マキノ支所前駐車場 0.068
今　 津 今津支所玄関北側 0.066
朽　 木 朽木支所前駐車場 0.075
安曇川 安曇川支所裏駐車場 0.048
高　 島 高島支所東駐車場 0.055
新　 旭 高島市役所北側玄関前 0.062

高島市環境放射線測定結果
１月分

（単位　μＳｖ／ｈ）

　h原子力防災対策室　f（２５）８１３３

詳しいデータは、高島市ホーム
ページをご覧ください。

※市役所と各支所の前は「平日毎日測定」して
います。（測定地点は、ほかに24か所あり、
毎月第１・第３水曜日の２回測定しています。
（その他の測定地点の測定結果は、ホームペー
ジをご覧ください。）

※測定値の単位は、μＳｖ/ｈ（マイクロシー
ベルト/時）です。

（参考）
1,000μＳｖ/ｈ＝１ｍＳｖ（ミリシーベルト）
※１年間に換算するには、表の数値を8,760倍
（24時間×365日）してください。

＜日常生活と放射線＞
● 一人あたりの自然放射線量（日本）
　0.171μＳｖ／ h　※世界平均０．２７μＳｖ／ h
　・宇宙から　０．０３４　・大地から　０．０４６
　・食物から　０．０４６　・呼吸から　０．０４６
　年間平均値から8,760（24時間×360日）で割り戻
　した値です。

● Ｘ線集団検診（１回）
・胃の場合　６００μＳｖ／回
・胸の場合 ５０μＳｖ／回

● 航空機旅行（往復）
東京～ニューヨーク間　２００μＳｖ／往復

●原子力発電所（軽水炉）周辺の線量目標値（年間）
５０μＳｖ／年

広
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紙ごみ減量標語応募作品 「ごみをへらそう　むだづかい」　ばんどうたいせい（高　島） 紙ごみ減量標語応募作品 「ごみをへらせば　えがおがふえる　町もココロも　ピカピカに！」　田頭もも花（高　島）

お知らせ
　

３
月
15
日（
木
）か
ら
４
月
15
日（
日
）

ま
で
の
一
か
月
間
、
県
内
で
「
新
入
学

（
園
）
児
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
４
月

の
新
入
学
（
園
）
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
展
開
す

る
も
の
で
す
。
新
し
く
入
学
（
園
）
す

る
子
ど
も
た
ち
が
、
明
る
く
元
気
な
新

学
期
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
地
域
ぐ
る

み
で
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
● 

運
転
さ
れ
る
方
は
・
・
・

　

学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園
、
公
園
な

ど
、
子
ど
も
の
行
き
来
が
予
想
さ
れ
る

場
所
を
車
で
通
行
す
る
時
は
徐
行
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
を
見
か
け
た

と
き
も
徐
行
し
、
不
意
の
行
動
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
思
い
や
り
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

● 

家
庭
で
は
・
・
・

　

入
学
ま
た
は
入
園
ま
で
に
、
子
ど
も

と
一
緒
に
通
学
路
・
通
園
路
を
歩
き
、

子
ど
も
の
目
線
で
危
険
個
所
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
道
路
の
歩
き
方
や

横
断
方
法
、
信
号
の
意
味
と
見
方
な

ど
、
実
際
の
道
路
の
状
況
に
応
じ
た
注

意
点
を
、
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
教

え
ま
し
ょ
う
。

● 

学
校
、
保
育
園
・
幼
稚
園
で
は
・・・

　

通
学
路
・
通
園
路
の
安
全
点
検
を
行

う
と
と
も
に
、
危
険
個
所
に
お
い
て

は
、
そ
の
理
由
な
ど
を
、
子
ど
も
の
視

点
か
ら
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
教
え

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
の
知
識
が
行
動
に

結
び
つ
く
よ
う
に
、
体
験
型
の
交
通
安

全
教
室
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
。

　

h
交
通
対
策
課

　
　

f（
２
２
）０
０
５
８

　

森
林
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
新
た
に
森
林
の
土
地
所
有
者

と
な
っ
た
方
は
、
そ
の
森
林
の
所
在
す

る
市
町
村
長
へ
事
後
の
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

届
け
出
は
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、

売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
っ
て
新
た
に
森

林
を
所
有
し
た
方
す
べ
て
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

h
森
林
水
産
課

　
　

f（
２
５
）８
５
１
２

　

介
護
す
る
方
が
、
介
護
中
で
あ
る
こ

と
を
周
囲
に
理
解
し
て
頂
く
た
め
の

「
介
護
マ
ー
ク
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

外
出
先
で
介
護
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
と

き
は
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
介
護
マ
ー
ク
」
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。
首
か
ら

下
げ
て
身
に
付
け
る
な
ど
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

▼
例
え
ば
こ
ん
な
と
き
に
・
・
・

・
介
護
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
さ
り

げ
な
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き

・
駅
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
の
ト
イ

レ
で
付
き
添
う
と
き

・
男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着
を
購
入

す
る
と
き

※
障
が
い
の
あ
る
方
を
介
護
す
る
方
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

h
長
寿
介
護
課

　
　

f（
２
５
）８
０
２
９

　

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
に
関
す
る

土
地
と
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

▼
縦
覧
で
き
る
方

　
　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
ま
た

　

は
納
税
管
理
人

▼
縦
覧
期
間

　
　

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

　
　

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
時
間

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
縦
覧
場
所

　
　

市
役
所
税
務
課

▼
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　
　

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
ま
た
は
平
成

24
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
（
５
月
上
旬
に
送
付
予

定
）

※
平
成
24
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価
替

え
の
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

h
税
務
課

　
　

f（
２
５
）８
１
１
６

▼介護マーク

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の

　
　
　
　

縦
覧
に
つ
い
て

平
成
24
年
４
月
か
ら
開
始

「
森
林
の
土
地
の

　
　
　

所
有
者
届
出
制
度
」

介
護
マ
ー
ク
を

　
　
　

ご
活
用
く
だ
さ
い

新
入
学
（
園
）
児
の

　

交
通
事
故
防
止
運
動
が

　
　
　
　

実
施
さ
れ
ま
す
！

火災 救急 救助
（　）内は年累計

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 17件 19件 ▲2件

死　　者　　数 0人 0人 0人

傷　　者　　数 24人 29人 ▲5人

発生場所
マキノ 0
今　津 8
朽　木 0
安曇川 4
高　島 3
新　旭 2

●発生状況（累計）
高島市内の交通事故発生状況 （平成24年1月末現在） 火災火災１月の 件数

建物火災／1（1）
林野火災／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助
交通事故／2（2）
その他／1（1）

車 両 火 災／1（1）
その他火災／5（5）

交通事故／17（17）
急 病／134（134）

一般負傷／39（39）
その他／19（19）

火 災／1（1）
水難事故／0（0）
（注）【救急】 その他=火災+労働災害+運動競技+
 加害+自損行為+転院搬送等
 【救助】 その他=自然災害+機械事故+
 建物事故+ガス事故+爆発等

h消防本部　消防総務課　f（22）5401

　市では、防災行政無線のデジタル化工事
を行っています。
　デジタル化に伴い、 各家庭を訪問し、今
お使いの戸別受信機をデジタル対応の戸別
受信機に交換させていただきます。ご迷惑
をおかけしますが、よろしくお願いしま
す。

h総合防災課　f（25）8133

次の日程で各地域にお伺いします。
　○今津地域　　・・・　交換中
　○新旭地域　　・・・　交換中
　○マキノ地域　・・・　３月上旬～
　○朽木地域　　・・・　３月中旬～
　○安曇川地域　・・・　８月以降（予定）
　○高島地域　　・・・　８月以降（予定）

交換作業の日程

※新旭地域のアナログ電波については、３月中
　旬に停止をする予定です。
古い戸別受信機では聞こえなくなりますので、
交換作業へのご協力をよろしくお願いします。

防災行政無線の戸別受信機
を交換しています

○交換については、市が委託した業者が各家
庭を訪問し、電波の受信状況やお住まいの
方の意向を確認したうえで、戸別受信機の
取付を行います。

○委託業者は、市が発行する作業従事者確認
証を携帯します。

○交換費用は、すべて無料です。
○戸別受信機は、貸与となります。
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紙ごみ減量標語応募作品 「再利用　使えるものは　使いましょう」　菱田　瑞穂（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「最後まで　ちゃんと使って！！　リサイクル！！」　青谷　澪奈（今　津）

　１月８日（日）、新春恒例の市消防合同出初式を、
消防団、陸上・航空自衛隊および消防本部から計
544人、車両27台が出動し、高島市民会館で厳粛
かつ盛大に行いました。
　当日は、表彰状・感謝状の授与を行い、表彰者を
代表してマキノ第２分団　土藏伊左雄分団長が謝辞
を述べられました。感謝状は、元分団長の伊東孝夫
さんほか、長年に亘り消防団員として多大なる功績
を収められた方々に授与されました。受賞された皆
さんの長年のご尽力に感謝しますとともに、ますま
すのご活躍をお祈りします。
　出初式終了後は、消防車両の分列行進を行い、今
津浜で一斉放水訓練が行われました。（消防総務課）

　２月５日（日）、安曇川公民館ふじのきホールで
「私たちの夢を届けよう～市長へのメッセージ～発
表会」を開催しました。
　市内小学校６年生から選ばれた代表者14人と、
子どもの体験活動に参加した代表者５人が、高島の
好きなところや将来の夢、体験活動を通じて感じた
ことについて熱い思いを発表し、市長や教育長が講
評を行いました。
　参加していただいた143人の皆さんも熱心に聴
き入っておられました。

（社会教育課 青少年育成室）

私たちの夢を届けよう～市長へのメッセージ～発表会

子どもたちの熱い夢を発表

防火・防災の心新たに
高島市消防合同出初式

　小学生４年生から６年生までを対象に行う体験活
動「よえもん道場」では、２月４日（土）に雪上ハ
イキングを行いました。
　グリーンパーク想い出の森から朽木いきものふれ
あいの里までをスノーシューで往復しました。最初
は、慣れないスノーシューでとまどいましたが、動
物たちの足跡や普段見ることのできない雪景色で、
疲れも忘れるくらいの感動がありました。
　午後からは、ボランティアさんが振舞ってくだ
さった豚汁をいただき、宝探しゲームや、スノー
シュー競争などで、雪遊びを満喫しました。

（高島市青少年育成市民会議）

　エコツーリズムを実践する地域や事業者の優れた
取り組みを表彰する「第７回エコツーリズム大賞」
の優秀賞に針江生水の郷委員会が選ばれ、１月27
日（金）、受賞報告に市役所を訪問されました。針
江生水の郷委員会は、地域の生活文化である「かば
た」を資源とした定期ツアーの開催や環境教育など
の多様な取り組みが、住民が主体となった活動のモ
デルとして高く評価されました。同委員会は、第３
回エコツーリズム大賞においても「特別賞」を受賞
されています。　　　　　　　　　　（企画広報課）

針江生水の郷委員会に
エコツーリズム大賞「優秀賞」

スノーシューで朽木の森を満喫！

　１月15日（日）、京都市で開催された第30回全
国都道府県対抗女子駅伝競走大会に木俣智世さん
（高島高校３年）と横田麻里亜さん（高島高校２年）
が滋賀県チームの一員として参加しました。
　大会には、木俣さんが第５区選手として京都の街
を力走しました。　　　　　　　（市民スポーツ課）
　
＜結　果＞　　　　　　　　　　　　　　※敬称略
総　合　滋賀県　第21位　２時間20分50秒
第５区　木俣　智世　　　　　　　13分56秒

≪アルペン≫
　坂口　未祐（マキノ中１年）
　来田村澪樹（マキノ中３年）
　川崎沙里菜（今津中１年）
　金丸　一也（今津中２年）
　古谷　俊也（今津中２年）
≪クロスカントリー≫
　川添　誠也（マキノ中１年）
　青谷　　恵（マキノ中２年）
　岡野　　隼（マキノ中２年）
　木戸安玲仁（マキノ中２年）
　上田　周平（マキノ中３年）
　土守　将史（マキノ中３年）
　河原田政吾（今津中２年）
　河原田　萌（今津中２年）
　青山　拓真（今津中３年）
　齊藤　彩佳（安曇川中１年）
　澤村　真央（安曇川中１年）
　中村　美玖（安曇川中１年）
　中屋　　卓（安曇川中１年）
　白井　優希（安曇川中２年）
　中原さくら（安曇川中２年）
　岩佐菜々子（安曇川中３年）
　谷　健太郎（安曇川中３年）
　渡　　和真（安曇川中３年）
　山田　瑞季（高島中２年）

木俣さん都大路を力走!!
全国都道府県対抗女子駅伝競走大会

　３月21日（水）から
27日（火）まで福岡県
博多の森テニス競技場で
開催される第34回全国
選抜高校テニス大会に小
野明日香さん（仁愛女子
高校１年：今津中出身）
が出場されます。全国大
会での活躍を期待しま
す。（市民スポーツ課）

小野さんの活躍に期待！
第34回全国選抜高校テニス大会に出場決定！

　１月22日（日）から２月17日（金）までの間に
行われたスキーの全国および近畿大会に次の方々が
出場されました。　　（市民スポーツ課）※敬称略

≪アルペン≫
　来田村澪樹（マキノ中３年）
≪クロスカントリー≫
　上田　周平（マキノ中３年）
　河原田政吾（今津中２年）
　青山　拓真（今津中３年）
　齊藤　彩佳（安曇川中１年）
　澤村　真央（安曇川中１年）
　中村　美玖（安曇川中１年）
　白井　優希（安曇川中２年）
　中原さくら（安曇川中２年）
　岩佐菜々子（安曇川中３年）
　谷　健太郎（安曇川中３年）
　渡　　和真（安曇川中３年）
　山田　瑞季（高島中２年）

期日　１月22日（日）～23日（月）
場所　兵庫県奥神鍋スキー場

期日　２月１日（水）～４日（土）
場所　宮城県みやぎ蔵王えぼし
　　　スキー場
　　　北海道音威子府村クロス
　　　カントリーコース

第60回 近畿中学校総合体育
大会スキー競技会

第49回 全国中学校スキー大会

≪アルペン≫
　垣貫　帆香（高島高校１年）
　古谷　紘平（高島高校１年）

期日　１月30日（月）
　　　　　～２月３日（金）
場所　山形県蔵王スキー場

第61回  全国高等学校スキー大会

≪アルペン≫
　夏目　正樹（監督）
　垣貫　帆香（高島高校１年）
　夏目ひかり（安曇川高校２年）
　夏目　雄大（中京大学３年）
≪クロスカントリー≫
　太田　明博（監督）
　笠原　和史（高島高校２年）
　礒部　秀登（安曇川高校２年）
　阪口　夏樹（安曇川高校２年）
　平山　喜久（安曇川高校２年）
　谷田　　智（大阪産業大学１年）
　和田　健吾（立命館大学１年）
　宮下　琢也（京都産業大学３年）
　伊藤　朋一

期日　２月14日（火）～17日（金）
場所　岐阜県飛騨ほおのき平
　　　スキー場
　　　鈴蘭高原クロスカント
　　　リーコース

第67回 国民体育大会冬季大会
スキー競技会

高島スキー勢大活躍 !!

≪クロスカントリー≫
　笠原　和史（高島高校２年）

　礒部　秀登（安曇川高校２年）
　阪口　夏樹（安曇川高校２年）
　夏目ひかり（安曇川高校２年）
　平山　喜久（安曇川高校２年）
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　ごみ減量推進室では、区・自治会・保育園・幼稚園・小学校・中学校・各種団体・事業所を対象に「環
境学習」を実施しています。
　平成23年度は、１月末時点で8,381人の方々に受講していただきました。
　３月は年度替わりという事もあり、総会や役員会など、多くの方が集まられる機会も多いことと思い
ます。そのような機会に、ぜひ「環境学習」を取り入れてください。ご希望に応じて「いつでも」「どこ
でも」お伺いします。
　皆さんからのご連絡をお待ちしています。

　○区・自治会での環境学習 ･･････････････････････ 156回
　○保育園・幼稚園・小学校・中学校での環境学習 ･･･ 28回
　○各種団体での環境学習 ･････････････････････････ 49回
　○事業所での環境学習 ･･･････････････････････････ 51回
　　　　合　　　計 284回
　　　　受講者人数 8,381人

紙ごみ減量標語応募作品 「資源ごみ　きれいになって　また会おう」　宮川　信哉（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「再利用　みんながやれば　減っていく」　金丸　颯斗（今　津）

教育委員会informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課 f（32）1132 までお気軽にお寄せください。

ごみ減量
大作戦

関
す
る
調
査
と
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣

に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
４
年
生
と
中
学
校
１

年
生
を
対
象
と
し
て
、
漢
字
や
計
算
力

な
ど
の
基
礎
的
、
基
本
的
な
内
容
の
確

実
な
習
得
を
図
る
た
め
に
、
市
独
自
の

「
つ
ま
ず
き
診
断
テ
ス
ト
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
結
果
の

分
析
を
行
い
、
知
識
の
定
着
度
、
思
考

力
、
表
現
力
な
ど
の
学
習
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
各
学
校
の
学
力
向
上
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
、
課
題
解

決
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
実

施
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
国
は
希
望

す
る
教
育
委
員
会
に
問
題
冊
子
等
を
配

布
し
ま
し
た
。
高
島
市
教
育
委
員
会
で

は
、
継
続
的
に
児
童
生
徒
の
学
力
や
生

活
実
態
を
把
握
し
、
各
学
校
で
の
教
育

実
践
の
検
証
を
行
う
た
め
、
小
学
校
６

年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
、
国

の
問
題
冊
子
等
を
活
用
し
て
、
教
科
に

　

議　
　
　

案

・
高
島
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

・
高
島
市
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

　

主
な
協
議
、
報
告
事
項

・
平
成
24
年
度
高
島
市
教
育
行
政
基
本

方
針
に
つ
い
て

・
平
成
23
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
係
る
結
果
の
活
用
に
つ
い
て

・
い
じ
め
事
件
に
係
る
取
組
に
つ
い
て

・
第
２
回
高
島
市
小
中
一
貫
教
育
研
究

発
表
大
会
に
つ
い
て

第
１
回
定
例
会
報
告

学
力
向
上
の
取
り
組
み

い
じ
め
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
市
内
全
小
中
学
校
で
実
施

１
月
24
日
開
催

《
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
》

○
い
じ
め
を
見
た
こ
と
、
受
け
て
い
る

こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
。

○
い
じ
め
を
受
け
た
こ
と
、
し
た
こ
と

が
あ
る
か
。

○
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
の
考
え
、
先

生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
自
由
記
入

　　

文
部
科
学
省
で
は
、
い
じ
め
を
「
当

該
児
童
生
徒
が
、
一
定
の
人
間
関
係
の

あ
る
者
か
ら
、
心
理
的
、
物
理
的
な
攻

撃
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
精
神
的
な

苦
痛
を
感
じ
て
い
る
も
の
」
と
定
義
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
学
校
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
悪
口
」「
か
ら
か
い
」「
陰
口
」

「
仲
間
外
れ
」「
脅
す
」「
意
地
悪
」「
た

た
く
・
蹴
る
な
ど
の
暴
力
」「
お
金
や

物
を
取
る
」「
何
か
を
無
理
矢
理
さ
せ

る
」
な
ど
の
例
を
あ
げ
、
相
手
に
嫌
な

思
い
や
辛
い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
も
い

じ
め
に
類
す
る
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
全
児
童

生
徒
の
う
ち
約
２
割
が
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
し
た
こ
と
が
あ
る
、
受
け
た
こ
と

が
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

各
小
中
学
校
で
回
答
内
容
を
も
と
に

教
育
相
談
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
「
意
地
悪
」
や
「
け
ん
か
」

な
ど
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
学
校
が

指
導
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
い
じ
め
事
案･･････････････

１
件

○
い
じ
め
に
つ
な
が
る
事
案････

11
件

　　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
人
の
嫌

が
る
こ
と
は
い
じ
め
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
こ
と
を
強
く
意
識
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

つまずき診断テスト

　

い
じ
め
に
関
す
る
現
状
を

正
確
に
把
握
し
、
早
急
な
対

応
を
取
る
と
と
も
に
、
い
じ

め
事
案
の
発
生
を
防
止
す
る

目
的
で
、
昨
年
11
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
市
内
小
中
学
校

の
全
児
童
生
徒
を
対
象
に
、

「
い
じ
め
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
記
名
式
に

よ
り
、
自
分
の
思
い
や
考
え

を
記
入
す
る
方
法
で
実
施
し

ま
し
た
。

②

この事業は全国モーターボート競走
施行者協議会からの拠出金を受けて
実施するものです。

hごみ減量推進室　　f（25）8123

� � ��

平成23年度削減状況【累計】

0
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253.2t 247.4t
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402.6t
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498.1t

さまざまなごみが始末できる
大好評!!リサイクル広場

いつでも・どこでも
伺います環境学習実施中！

ごみカレンダーを配布します

可燃ごみ削減状況
　年末年始は、大掃除や人の集まる機会が増え
るため、ごみが増加する傾向があります。今回
は前年より増加したため、平成23年度可燃ご
み削減目標の達成率は、40.5％となりました。

　今年度最終となる『リサイクル広場』を開催し
ます。
　８回目となる今回は、大好評の「拡大版リサイ
クル広場」です。当日は「紙ごみ」だけでなく、
「燃えないごみＢ類」「有害ごみ」「飲食用カン」「飲
食用ビン」「ペットボトル」も回収します。お持
ちいただいた「紙ごみ」の量に応じて粗品をプレ
ゼントするコーナーもありますので、この機会を
ぜひご活用ください。

　▼日時　３月18日(日)
　　　　　13時～15時（雨天決行）
　▼場所　新旭体育館駐車場（のぼり旗が目印）

　「平成24年度版ごみカレンダー」を３月中旬頃、
各区・自治会を通して配布します。
　今年度は、カレンダーだけの配付となり、「ごみ
の分け方・出し方」は配布しません。「平成23年４
月発行　保存版」をそのまま使用してください。
　また、「ごみカレンダー」は、高島市役所環境政
策課および各支所でお受け取りいただけるほか、高
島市のホームページにも掲載します。

新年度の
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子育て応援します！

何度言っても言うことを
きかない

親が困る行動にはいろいろあります
が、食事・排せつ・睡眠などの行動は
すぐに改善しない場合があります。
これらの問題では、子どもの成長を
待つ必要もあります。また親が矛盾す
るメッセージを出している場合があり
ます。例えば「早く食べなさい」と指
差しながら怒鳴る状況です。言葉では
「食べるように」と伝えていても、大
きな声と指差しからは「怯えさせる」
メッセージが出ています。
食事の飲み込みは、リラックスして
いないとスムーズにできません。怒鳴
られることで緊張が高まり飲み込みに
くい状況を作ることがあります。排せ
つでも、怒られ緊張する事で出しにく
くなります。
　子どもに伝える時は、安心して行動
できる場かどうかも考えてみましょ
う。
●参考文献
「むずかしい子を育てるペアレント　トレー
ニング（野口啓示著）」

子育てに疲れていませんか？
　お気軽にご相談ください

h子育て支援課　f（25）8136

○
対
象

　

市
内
の
各
保
育
園
に
入
園
し
て
い
る

園
児

○
実
施
保
育
園

　

市
内
全
て
の
保
育
園

○
利
用
時
間

　

園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
各
保

育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

・
市
立
保
育
園　

19
時
ま
で

　

・
私
立
保
育
園

　
　
　

19
時
ま
で
の
園
と
19
時
30
分
ま

　
　
　

で
の
園
が
あ
り
ま
す
。

○
利
用
料

　

園
に
よ
っ
て
は
通
常
の
保
育
料
と
は

別
に
、
利
用
料
金
を
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
保
育
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
利
用
方
法

　

実
施
保
育
園
に
利
用
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

いろいろな保育支援サービス

　市では、子育てと仕事の両立を支援するため、保育園でお子さんを一時的にお預かり
する「一時預かり」をはじめ、「休日保育」や「延長保育」など、子育て家庭のニーズ
に対応したさまざまな保育サービスの充実に取り組んでいます。ぜひご利用ください。

●子ども家庭相談課
　　f（25）8517
　　または市内各保健センター
●滋賀県中央子ども家庭相談センター
　　f077（562）1121

相談先
（通告先）

～　考えてみよう　～

こんなことありませんか？

　

保
護
者
の
急
な
病
気
や
入
院
、
育
児
疲
れ
の
解

消
や
私
的
な
理
由
で
、
一
時
的
な
保
育
が
必
要
と

な
る
場
合
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

○
対
象
・
条
件

　
（
対　

象
）
市
内
保
育
園
に
入
園
し

て
い
る
園
児

　
（
条
件
①
）
休
日
に
仕
事
な
ど
で
保

育
が
で
き
な
い
場
合

　
（
条
件
②
）
休
日
に
冠
婚
葬
祭
な
ど

緊
急
の
理
由
で
保
育
が

で
き
な
い
場
合

○
実
施
保
育
園

　

な
な
い
ろ
保
育
園

○
利
用
で
き
る
日
お
よ
び
時
間

　
　

休
日
（
日
曜
日
・
祝
日
・
祭
日
）

　
　
　

８
時
〜
18
時

○
利
用
料

　
　

３
歳
以
上 

２
，３
０
０
円

　
　

１
、 

２
歳 

２
，８
０
０
円

　
　

６
か
月
以
上
１
歳
未
満

 

３
，０
０
０
円

○
利
用
方
法

　

利
用
日
の
前
月
25
日
ま
で
に
、
実
施

保
育
園
で
予
約
・
登
録
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
２
歳
未
満
の
方
は
事
前
に
面
接
を
し

　

ま
す
。

※
必
ず
週
１
回
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
の

　

日
を
設
け
て
、
園
を
休
ん
で
く
だ
さ

　

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

市
内
各
保
育
園
で
は
、
保
護
者
の
仕
事
の
都

合
や
通
勤
時
間
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
延
長
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
に
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な
ど
の
た
め

に
、
家
庭
で
お
子
さ
ん
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
制
度
で
す
。

休
日
保
育

○
対
象

　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
未
就
園
児

○
実
施
保
育
園

　

市
内
全
て
の
保
育
園

○
利
用
時
間　

　

・
平　

日　

８
時
〜
18
時

　

・
土
曜
日　

８
時
〜
12
時

　
　

※
一
部
の
私
立
保
育
園
で
は
、
土

　
　
　

曜
日
の
午
後
も
利
用
で
き
ま
す
。

○
利
用
料

　

園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
各
保

育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
参
考
）
市
立
保
育
園
の
場
合

　
　
　

４
歳
児
以
上 

１
，２
０
０
円

　
　
　

３
歳
児 

１
，６
０
０
円

　
　
　

３
歳
児
未
満 

２
，０
０
０
円

　
　

※
利
用
し
た
時
間
が
４
時
間
以
下

　
　
　

の
場
合
は
、半
額
と
な
り
ま
す
。

　
　

※
給
食
や
お
や
つ
を
ご
利
用
の
場

　
　
　

合
は
、
別
途
２
５
０
円
を
い
た

　
　
　

だ
き
ま
す
。

　

○
利
用
方
法

　

事
前
に
各
保
育
園
、
市
役
所
子
育
て

支
援
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
新

旭
除
く
）、
朽
木
支
所
で
予
約
・
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
前
の
準
備
と
し
て
見
学
等

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各

実
施
保
育
園
に
確
認
し
て
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
仕
事
な
ど
の
理
由
に
よ
り
断
続
的
に

　

保
育
が
必
要
と
な
る
場
合

　

家
庭
で
の
保
育
が
断
続
的
に
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
原
則
と
し
て
週
３
日

以
内
、
利
用
開
始
の
日
か
ら
３
か
月
を

限
度
と
し
て
お
預
り
し
ま
す
。

○
急
な
入
院
や
看
護
な
ど
の
た
め
、

　

緊
急
・
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な

　

る
場
合

　

保
護
者
等
の
ケ
ガ
や
病
気
、
入
院
な

ど
で
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保
育
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
14
日
以

内
の
期
間
を
限
度
と
し
て
お
預
り
し
ま

す
。

○
育
児
疲
れ
の
解
消
な
ど
の
た
め
保
育

　

が
必
要
と
な
る
場
合

　

保
護
者
の
育
児
に
伴
う
心
身
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
一
時
的
に
保
育
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
１
日

を
限
度
と
し
て
お
預
り
し
ま
す
。

《
内　

容
》

一
時
預
か
り

延
長
保
育
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３
月
１
日（
木
）か
ら
７
日（
水
）

ま
で
は「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

で
す
。子
ど
も
予
防
接
種
週
間
は
、

４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に
備
え

る
こ
の
時
期
に
、
保
護
者
の
予
防

接
種
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と

と
も
に
、
接
種
も
れ
を
な
く
し
予

防
接
種
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
２
０
０
４
年
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
で

定
め
ら
れ
た
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば

無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。
母
子
健

康
手
帳
を
今
一
度
ご
確
認
い
た
だ

き
、
未
接
種
の
場
合
は
、
計
画
的

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
島
市
で
は
、
乳
幼
児

に
重
い
後
遺
症
を
残
す
と
い
わ
れ

て
い
る
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す

る
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」
や
「
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」、
子
宮

頸
が
ん
を
予
防
す
る
「
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
費
用
を

全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
予

防
接
種
は
、
希
望
さ
れ
る
方
の
み

が
接
種
す
る
任
意
の
予
防
接
種
で

す
。

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

予防接種名 回数 対象年齢 標準的な接種期間
ポリオ（小児まひ） 2 生後3か月以上７歳半未満 生後3か月以上1歳半未満

ＢＣＧ（結核） 1 生後6か月未満
・特別な事情によりやむを得ないと認められる場合には、1歳未満

三種混合1期（ジフテ
リア・百日咳・破傷風）

3 初回
生後3か月以上７歳半未満

生後3か月以上1歳未満
1 追加 初回終了後、12か月以上18か月未満

二種混合2期
（ジフテリア・破傷風） 1 11歳以上13歳未満 11歳以上12歳未満

麻しん風しん混合

1 1期 １歳以上２歳未満 対象年齢のできるだけ早期に接種
1 2期 5歳以上7歳未満 保育園・幼稚園の年長に相当する年齢

1 3期 中学1年生相当年齢
（本年度対象者：平成10年4月2日生～平成11年4月1日生）※注１

1 4期 高校3年生相当年齢
（本年度対象者：平成5年4月2日生～平成6年4月1日生）※注１

日本脳炎1期　※注２
2 初回 生後6か月以上７歳半未満 3歳以上4歳未満

1 追加 生後6か月以上７歳半未満 4歳以上5歳未満
（初回終了後、おおむね1年おく）

日本脳炎２期　※注２ 1 ９歳以上13歳未満 ９歳以上10歳未満
※注１　麻しん風しん混合3・4期：平成20年度から5年間だけの特例措置で、 期限を過ぎると全額自己負担になります。

平成24年3月末までに接種を受けましょう。
※注２　日本脳炎予防接種の差し控えにより、接種を受けられなかった平成７年６月１日から平成19年４月１日生まれの方

（特例対象者）は、接種年齢が緩和され４歳以上20歳未満までは、無料で接種することができます。
　　　　　また、平成７年４月２日から平成７年５月31日生まれの方は、高島市の行政措置として実施する法定外予防接種

として20歳未満までは、無料で接種することができます。（詳しい内容は、市ホームページをご覧ください。）

予防接種名 回数 接種開始の年齢 接種間隔

ヒブ
（インフルエンザ菌ｂ型）

4 生後２か月以上７か月未満 1回から3回までは4～8週間の間をあけ、3回目の1年
後に追加1回

3 生後7か月以上1歳未満 1回から2回までは4～8週間の間をあけ、2回目の1年
後に追加1回

1 1歳以上5歳未満 ―

小児用肺炎球菌

4 生後２か月以上７か月未満 1回から3回までは27日間以上あけ、3回目終了後60日
間以上あけて1歳～1歳3か月の間に追加1回

3 生後7か月以上1歳未満 1回から2回までは27日間以上あけ、2回目終了後60日
間以上あけて1歳以降に追加1回

2 1歳以上２歳未満 60日間以上の間隔をあけて2回接種
1 ２歳以上５歳未満 ―

子宮頸がん 3
中学１年生（13歳相当）～
高校１年生（16歳相当）の女子
（本年度対象者：平成７年４月２日～
平成１１年４月１日）

＜サーバリックス（２価）の場合＞　　　　　　　　　
　初回の注射から、1か月後に2回目、６か月後に3回目を接種
＜ガーダシル（４価）の場合＞
　初回の注射から、2か月後に2回目、６か月後に3回目を接種
　※上記ワクチンのうち、いずれか１種類を接種します。

　ウォーキングマップの
コースを歩く健康たかしま
いきいきウォーキングを月
１回開催しています。
　今月は、「日本の渚百選」に選ばれ
た萩の浜沿いを歩く「萩の浜コース（約
4km）」です。
　ウォーキングリーダーさんと一緒に
楽しく歩きませんか。

▼日　　時　３月９日（金）　　　　   
　　　　　　９時30分～11時30分
▼集合場所　高島保健センター玄関前
▼持ち物等　防寒着、帽子、手袋、
　　　　　　はきなれた靴、リュック
　　　　　　サック、タオル、お茶、
　　　　　　雨具（雨が降りそうな時）

h健康推進課　f（25）8078

＜参加にあたってのお願い＞
・参加される方は、日頃からご自身の健
康管理をお願いします。

・申し込みは不要です。参加を希望され
る方は現地にお集まりください。

・悪天候の場合、実施の有無は現地に集
合した人で判断をしますので中止の連
絡は行いません。

いっしょに
歩きませんか

食育推進ネットワークが
動き出しました

３月１日～３月８日は
女性の健康週間です！

献血 に
ご協力ください

健康たかしまいきいきウォーキング

　３月は、全血献血が実施されます。
短時間でできる献血で予約は必要あり
ません。対象は16歳から69歳（初め
ての方は64歳まで）の方です。
　皆さんのご理解とご協力をお願いし
ます。

日  程 会　場 時　間

３／９
（金）

マキノ保健センター 10:00～ 11:30

マキノ病院 13:30～ 15:30

　

女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
、
健

康
で
明
る
く
、
充
実
し
た
日
々

を
自
立
し
て
過
ご
す
た
め
に

「
女
性
の
健
康
週
間
」
が
創
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
、
健

康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
ご
自
身

の
健
康
に
つ
い
て
、
今
一
度
振

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
へ
の
第
一
歩
と
し
て
大

切
な
「
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
」
お
よ
び
「
大
腸
が
ん
検

診
」
は
３
月
末
ま
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　「料理が習いたい」「食と健康の話が聞きたい」「自分で
野菜を作りたい」「農業体験がしたい」「調理道具を借りた
い」など、食に関する様々な取り組みを応援する「食育ネッ
トワーク」の活動を開始しました。地域で、学校で、家族
で、「こんな○○○がしたい」と思ったら、健康推進課へ
ご連絡ください。皆さんの食を通じた健康づくりを応援し
ます。

　現在、食育ネットワークへ登録いただける団体、企業、個人
の方を募集しています。また、食育ネットワークの情報は、市
のホームページまたは各保健センターの窓口に設置されたパン
フレットをご覧ください。

（法定）

（任意）
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紙ごみ減量標語応募作品 「すてないで　かみごみしっかり　りさいくる」　きづ　こてつ（高　島） 紙ごみ減量標語応募作品 「捨てないで　いらない紙は　リサイクル」　地村　美穂（安曇川）

介護予防が健康寿命を延ばします
　いつまでも元気で、いきいきと自立して暮らせることは、みんなの願いです。健康
寿命を延ばすためには、老化をできるだけ遅らせ、介護が必要な状態にならないよう、
介護予防に心がけた生活をすることが大切です。

　まず今の生活を見直してみましょう。ちょっとした工夫で、心身の
老化を遅らせたり、日常生活の中で自分ができることの範囲を広げた
りすることができます。自分の興味や趣味にあった教室に行ったり、
地域でのグランドゴルフやゲートボール、サロンなどに参加したりす
るのもよいことです。馴染みの関係の中で楽しく過ごすことで、心身ともに健康的な生活が送れます。

どうすれば介護予防ができるの？

　市では今年度、各種介護予防教室を開催しました。今後も皆さんの積極的な利用をお願いします。

【65歳以上の方の教室】
65歳以上の方なら、どなたでも参加できる
教室です。

◆ポールウオーキング教室
「ポールを持つことで姿勢よく歩けるようになっ
た」
「今まで自分で歩いていたが、ポールを使った方
が楽で効果もあることを知り実践している。」

◆いきいき元気館で行う介護予防カレッジ
「いきいき元気館でのマシンを使った教室に友達
と参加し、早く歩くことができるようになった。」
「自分の筋力に応じてトレーニング方法の助言を
もらえてよかった。」

【二次予防事業対象者の教室】
昨年のおたっしゃ問診（基本チェックリスト）
により「二次予防事業対象者」となられた方
が対象の教室です。

◆いきいき元気館で行うマシンを使った運動教室
「膝が痛かったが、マシンで筋肉を鍛えて痛みが
軽減した。」　

◆保健センターで行う運動教室
「歩く姿勢が良くなったと家族から言ってもらえ
た。」
「自宅で出来る運動内容を教えてもらって良かっ
た。」

◆低栄養予防の教室
「ご飯と味噌汁など簡単な物で済ませていたけど、
たんぱく質が必要なことを知った。」
「普段の食事を見直すきっかけになった。」

◆お口の健康相談
「いままで自己流でしていたけど、磨き方を教え
てもらった。」
「人前で話すことに自信がついた。」
「気分が明るくなった。」

■紹介します参加者の声！　～こんな効果がありました～

■■大切なお知らせ！■■
「基本チェックリスト」の提出は
もうお済みですか？
　２月中旬に、日々の生活を維持していくた
めに必要な心身の能力をチェックする「基本
チェックリスト」を、65歳以上の対象の方に
お送りしています。提出がまだの方は、当ては
まる項目に○をつけて必ずご返送ください。

介護予防教室大盛況

北部地域包括支援センター　f(22)0193
北部健康福祉センター　　　f(22)5101
今津町弘川204-1（今津保健センター内）

南部地域包括支援センター　f(32)2520
南部健康福祉センター　　　f(32)4413
安曇川町田中89（安曇川ふれあいセンター１階）

マキノ
今 津
新 旭

朽 木
安曇川
高 島

　初めて来院される方は、医事課『総合受
付』で診察の手続きを行ってください。手続
き後、案内票を備えつけのクリアファイルに
入れて、受診科のブロック受付へお進みくだ
さい。

　今年５月に開院する高島市民病院では、受付時の混雑を解
消するため、複数の診療科で一つの受付を設置する『ブロッ
ク受付』となります。これまでの受付方法とは変わりますが、
ご理解をお願いいたします。

まずは予約専用電話（36-8077）でご予約ください。
（再診の方で、予約済の方は不要です。）

　案内票の入ったクリアファイルを受診科のブロッ
ク受付に提示し待合でお待ちください。案内モニ
ターに案内票の受付番号が掲示されたら診察室前の
待合へお進みください。順番にお呼びいたします。
再来患者の方は保険証、医療券の提示をお願いします。

※紹介状をお持ちにならない初診の方へ
当院では、病院と診療所との機能分担を推進するため、他の保険医療
機関からの紹介状を持たずに受診される初診の患者さまについては、
初診料とは別に特定療養費2，100円(H24.5.1 ～ )を自己負担して
いただきます。ご了承ください。

h病院建設課　f（36）8089

・診察等が終わったら、医事課・会計計算窓口に案
内票の入ったクリアファイルを提出し、エントラ
ンス待合でお待ちください。
・会計案内モニターに、受付番号が掲示されたら、
会計支払い窓口でお支払いをお願いします。
・会計で処方せんを受け取られたら、最寄りの院外
薬局で代金を支払いお薬をもらってください。（病
院の支払いには、お薬代は含まれません。）

新来患者の方および診察予約のない方

1総合受付

外来受診時の受付がよりスムーズに

2ブロック受付

診察・検査

3会計計算窓口

・再来院された方は自動再来受付機での受付
になります。
・再来機に診察カードを通すと、案内票が印
刷されますので、備えつけのクリアファイ
ルに入れて受診科のブロック受付へお進み
ください。※従来の診察カードが利用できます。

1再来受付機
診察予約のある方

～新病院での受付方法が変わります～

※産婦人科を受診の患者さまは３階へお越しください。
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滋
賀
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

が
、
県
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し

た
「
健
康
づ
く
り
絵
画
」
で
、
応
募
総
数

１
６
１
点
の
中
か
ら
、
市
内
の
小
学
生
の

２
作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

h
保
険
年
金
課

　
　

f
（
２
５
）８
１
３
７

県国保連合会「健康づくり絵画」で、

２作品が優秀賞受賞！

お
手
元
に
届
い
て
か
ら
各
支
所
窓
口
ま

た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
新
し
い
保
険
証

②
有
効
期
限
ま
た
は
発
行
年
月
日
が
平

成
24
年
４
月
１
日
以
降
の
学
生
証
、

在
学
証
明
書
等

③
印
鑑
（
認
印
）

　

社
会
保
険
に

　

加
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

就
職
な
ど
で
会
社
等
の
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
の
に
、
国
保
の
保
険

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
資
格
喪
失
手
続

き
が
必
要
で
す
。
新
し
い
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
も
、
国
保
の
資
格
は
自
動

的
に
喪
失
し
ま
せ
ん
。
各
支
所
窓
口
ま

た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
で
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
現
在
お
持
ち
の
国
保
の
保
険
証

②
新
し
く
加
入
さ
れ
た
社
会
保
険
等
の

保
険
証

③
印
鑑
（
認
印
）

し
て
い
る
た
め
で
す
。

②
75
歳
に
な
ら
れ
る
方

　
　

有
効
期
限
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
75
歳
か
ら
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
変
わ
り
ま

す
。

学 

の
継
続
手
続
き
は
お
忘
れ
な
く

　

学 
（
住
民
票
が
高
島
市
に
な
い
学
生

の
方
に
交
付
し
て
い
る
保
険
証
）
を
お

持
ち
で
、
４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
し
い
保
険
証
が

　

新
し
い
保
険
証
（
カ
ー
ド
）
を
３
月

末
に
世
帯
主
へ
郵
送
し
ま
す
。
紛
失
な

ど
に
注
意
し
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に

交
付
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
（
負

担
割
合
が
１
割
の
方
の
み
）
も
３
月
末

に
郵
送
し
ま
す
。
古
い
保
険
証
は
、
４

月
以
降
、
各
自
で
廃
棄
し
て
い
た
だ
く

か
、
各
支
所
窓
口
ま
た
は
市
役
所
保
険

年
金
課
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
の
有
効
期
限
は
平
成

25
年
３
月
31
日
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
有
効
期
限
が
年

度
途
中
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
①
、
②
ど
ち
ら
の

方
に
も
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

① 

退 

の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
で
65

歳
に
な
ら
れ
る
方

　
　

有
効
期
限
は
65
歳
の
誕
生
月
の

月
末
ま
で
で
、 

退 

（
退
職
者
医
療
制

度
）
は
、
65
歳
未
満
の
方
を
対
象
と

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
は

『
毎
年
４
月
１
日
』
で
す

このコーナーに関する
お問い合わせは･･･
　h保険年金課
　　f（25）8137

　国民年金は、日本に住む20歳以
上60歳未満のすべての人が加入し
なければなりません。20歳になっ
たときだけでなく、厚生年金や共済
組合等に加入していた会社を辞めた
本人や、その人に扶養されていた配
偶者も届出が必要です。届出されな
かった場合、年金額が少なくなった
り受け取れない場合もありますの
で、必ず届出をしましょう。

　国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた
月数が６か月以上あり、老齢基礎年金の受給資格期
間を満たしていない外国人の方には、出国後２年以
内に請求を行えば脱退一時金が支給されます。
　この脱退一時金は、次の条件にすべてあてはまる
方が対象です。
　(1)日本国籍を有していない方
　(2)国民年金の保険料を６か月以上納めていた方
　(3)日本に住所を有していない方
　(4)年金（障害手当金を含む）を受ける権利を有

したことのない方

　脱退一時金の額は、保険料を納めた月数に応じ
て決まっています。最後に保険料が納付された月
（基準月）が平成23年度の場合、４５，０６０円
から２７０，３６０円です。
《月数の計算》
　一部納付をした期間は、次のとおり計算します。
　○4分の1納付をした場合
　　　＝1/4納付をした月数×1/4
　○半額納付をした場合
　　　＝半額納付をした月数×1/2
　○4分の3納付をした場合
　　＝3/4納付をした月数×3/4

届出が必要なとき 異動の内容 持参するもの 届出先

20歳になったとき
(厚生年金や共済年
金加入者を除く。)

第１号被保険者とな
ります。

・印鑑
　（本人自署の場合
　   は不要）

市保険年金課
各支所

退職したとき
(厚生年金や共済年
金加入者の場合)

第２号被保険者から
第１号被保険者にな
ります。（第３号被保
険者に該当する場合
を除く。）

・印鑑
　（本人自署の場合
　   は不要）
・年金手帳
・社会保険を抜
　けた証明書

配偶者に扶養さ
れていたが、配
偶者が厚生年金、
共済年金を辞め
たとき

第３号被保険者から
第１号被保険者へ

こんなときには、
こんな届出を

ご存知ですか？  短期在留外国人の脱退一時金制度

健
康
機
器

無
料
に
つ
ら
れ
な
い
で
！

【問題点】
▲高額な商品を販売するという目的を隠して
誘い出す。
▲閉鎖的な場所で勧誘されるため帰れ
ない。
▲巧みな話術で場の雰囲気を盛り上げ
るため、冷静な判断ができない。
▲無料で品物をもらっているため断り
にくい。

【アドバイス】
◎「無料」の言葉に惑わされない。
◎誘われても付いて行かない。
◎自由に出入りができない締め切った会場に
は入らない。
◎契約書面を受け取った日から８日間は契約
を取り消せます。（クーリング・オフ）

　h生活相談課　f（25）8125

　

自
宅
を
訪
問
し
て
き
た
男
性
に

「
開
店
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
近
所
で
日
用

品
を
無
料
で
配
る
の
で
来
て
く
だ
さ

い
。」
と
誘
わ
れ
た
。
日
用
品
を
も

ら
っ
た
後
で
、「
も
っ
と
良
い
も
の

を
渡
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
、
近
く

の
民
家
の
小
屋
に
連
れ
て
行
か
れ

た
。
出
入
り
口
を
閉
め
ら
れ
て
帰
れ

ず
、
最
後
に
30
万
円
の
健
康
機
器
を

買
っ
て
し

ま
っ
た
。

磯辺　慶太くん
（広瀬小１年）

川越　愛湖さん
（青柳小２年）
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募　集

郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

次回締切　３月26日必着（掲載は５月号です。）（企画広報課）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（概ね50作品まで）

轟ご
う
お
ん音
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航
空
シ
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神
技
を

年
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の　

時
の
流
れ
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早
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な
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い
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賀
状
手
に　

心
和
ら
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後
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の
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五
円
玉

レ
シ
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一
句
し
た
た
め　

年
の
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く
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・
１
１　

唯た
だ

祈
る

外
は
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手
仕
事
楽
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コ
タ
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中

初
日
の
出　

今
年
も
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祈
り
ま
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”
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ケ
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キ
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笑
顔
は
家う
ち

の　

福
の
神

春
先
に　

彼
岸
桜
は　

あ
ざ
や
か
に

よ
い
春
だ　

こ
の
し
あ
わ
せ
が　

い
つ
ま
で
も

お
じ
い
さ
ん　

に
っ
こ
り
笑
っ
て　

初
夢
で

今
年
こ
そ　

絆
で
結
ば
れ　

良
い
年
に

粒
よ
り
の　

丹
波
の
豆
で　

祝
う
朝

豆
ま
き
も　

誰
が
オ
ニ
や
ら　

見
へ
ぬ
世
に

弥
生
来
て　

卯
月
へ
の
希の
ぞ
み望　

夢
を
見
る

朝
焼
け
や　

白
銀
染
め
て　

年
明
く
る

焼
き
魚　

上
手
に
焼
け
た
の　

妻
が
食
べ

湖
西
路
に　

雪
の
伊
吹
よ　

あ
で
や
か
に

正
月
や　

餅
は
ド
ン
ド
で　

灰
ま
ぶ
れ

ベ
ラ
ン
ダ
に　

猫
寝
そ
べ
り
て　

冬
日
濃
し

降
り
続
く　

雪
に
押
さ
れ
て　

初
詣
り

鶯う
ぐ
い
すや　

初
音
や
さ
し
き　

探た
ん
ば
い梅
に

ス
ト
レ
ス
を　

笑
顔
ひ
と
つ
が　

い
や
し
て
く

冬
の
あ
さ　

雪
し
ん
し
ん
と　

音
も
な
く

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

前
川　

た
つ
（
新
・
針
江
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

中
河　

仁
子
（
今
・
今
津
）

頃
常　

芳
子
（
今
・
今
津
）

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

山
本　

節
子
（
安
・
西
万
木
）

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

平
井　

ち
く
（
朽
・
大
野
）

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

前
田　

と
み
（
今
・
浜
分
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

岸
田　

金
子
（
安
・
田
中
）

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

小
川
は
つ
江
（
安
・
田
中
）

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

雪
便
り　

仮
設
住
宅　

寒
か
ろ
に

寒
雀　

吹
雪
の
が
れ
て　

梅
の
枝

握
手
す
る　

絆
の
証
し　

悟
さ
れ
て

震
災
で　

固
い
絆
が　

深
ま
り
し

納
骨
の　

墓
を
清
め
る　

雪
時
雨

ト
ン
ネ
ル
を　

出
た
湖
西
線　

雪
の
せ
て

あ
け
や
ら
ぬ　

空
に
ひ
と
声　

寒か
ん

が
ら
す

つ
る
し
柿　

お
先
に
失
敬　

冬
す
ず
め

ヒ
ヤ
シ
ン
ス　

白
き
根
を
さ
す　

ビ
ン
の
中

風
雪
の　

湖
面
に
あ
そ
ぶ　

か
も
の
む
れ

わ
ら
べ
唄　

霜
踏
む
畔
の　

蕗ふ
き

の
と
う

水
田
に　

冬
の
来
客　

こ
白
鳥

喜
べ
ば　

嬉
し
き
こ
と
が　

背せ

な中
を
押
す

初
詣　

杖
を
頼
り
に　

八や

そ

じ
十
路
坂

キ
ュ
キ
ュ
と　

踏
む
足
跡
に　

冴
え
る
月

冬
晴
や　

孫
入
学
の　

カ
バ
ン
待
つ

原
発
の　

隣
り
で
ゆ
っ
く
り　

眠
ら
れ
ず

足
な
み
と　

水
鳥
数
え　

散
歩
す
る

ひ
な
か
ざ
り　

娘
の
幸
せ　

願
う
母

撫な
で
し
こ子
に　

負
け
て
は
な
ら
じ
と　

咲
く
白
梅

純
白
に　

輝
く
朝
の　

伊
吹
山

軒
下
に　

横
一
列
の　

雪
だ
る
ま

ど
ん
ど
焼
き　

地
区
の
結
束　

お
お
煙

今
年
こ
そ　

み
ん
な
笑
顔
で　

ヨ
イ
ニ
ュ
ー
ス

つ
つ
き
合
う　

鍋
で
も
絆　

深
ま
る
か
？！

懸
賞
金　

手
刀
切
っ
て　

鷲わ
し

掴
み

霜
焼
け
の　

足
を
湯
に
つ
け　

母
想
う

夢
の
如ご
と　

早
や
八
十
七
歳　
　

除
夜
の
鐘

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　

美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

木
津
良
太
郎
（
高
・
永
田
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

貴
瀬　
　

勝
（
新
・
安
井
川
）

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

木
津　

み
ね
（
高
・
拝
戸
）

森
本　

幸
枝
（
今
・
梅
原
）

本
城　

和
枝
（
新
・
太
田
）

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

西　
　

晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

大
塚　

秀
男
（
安
・
川
島
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

八
田　

信
子
（
高
・
高
島
）

北
坂　
　

修
（
高
・
武
曽
横
山
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

駒
井　

堅
次
（
安
・
北
船
木
）

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

川
端　

昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

墨
友　

光
代
（
今
・
上
弘
部
）

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

小
谷　

ひ
で
（
高
・
高
島
）

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

伊
庭　

健
博
（
新
・
深
溝
）

粟
津　

満
子
（
マ
・
山
中
）

　高島市選挙管理委員会では、平成24年度に行われる選挙の期日
前投票所および投票所の投票立会人を募集します。
　応募できるのは、高島市の選挙人名簿に登録されている方です。

▼仕事の内容
　投票所で投票が公正かつ適正に行われているかどうか立ち会って
いただく仕事
▼立会いの場所
　○期日前投票所 ……高島市役所または各支所のいずれかの期日前投
　　　　　　　　　　　　票所（原則居住されている地域の期日前投票所）
　○選挙当日投票所 …ご自身がいつも投票している投票所
　※期日前投票所および投票所には、常に投票管理者１人、投票立
　　会人２人、事務従事者２～５人が投票事務に従事します。
▼立会いの日
　○期日前投票所 ……告示日または公示日の翌日から投票日の前日まで
　○選挙当日投票所 …投票日当日
▼立会いの時間
　○期日前投票所 ……８時30分～20時
　○選挙当日投票所 …７時～20時　※一部時刻の繰上有
▼報酬額
　○期日前投票所   ……… ９，５００円
　○選挙当日の投票所 …１０，７００円
▼その他
　・希望者が多数の場合は調整させていただきます。
　・立会いをお願いする日は、あらかじめ選挙管理委員会事務局か
　　らご連絡します。
▼申込期限　３月30日（金）必着
▼申込方法　持参、郵送、ファックス
　所定の応募用紙に必要事項をご記入のうえお申し込みください。
　応募用紙は、選挙管理委員会事務局または各支所でお渡ししてい
ます。また、ホームページからダウンロードできます。
　※ご提供いただいた個人情報は、目的以外には一切使用しません。

　h・i高島市選挙管理委員会事務局
　　　　　〒520-1592
　　　　　高島市新旭町北畑５６５番地　高島市役所内
　　　　　f（25）8000

▼募集期間
○定期募集の住宅
　・３月１日（木）～14日（水）
○随時募集の住宅
　・随時、申し込みを受け付け
　　ています。
▼申込資格（全て該当）
１．市内に居住または勤務して

いる方
２．住宅に困っている方
３．同居する親族のいる方（た

だし、要件により単身で
も入居できる住宅あり）

４．入居予定者全員の合計の収
入月額が15万８千円以下
の方

５．税金の滞納がない方
６．その他、市の基準を満たす方

※朽木地域の住宅については、
　申込資格１を満たしていなく
　ても構いません。

▼募集期間
○定期募集の住宅
　・３月１日（木）～14日（水）
○随時募集の住宅　
　・随時、申し込みを受け付け
ています。

▼申込資格（全て該当）
１．同居する親族のいる方
２．入居予定者全員の合計所得

が一定額以上の方
（年齢によって必要金額が
異なります。）

３．税金の滞納がない方　

※定期募集する住宅は、２月
29日（水）に市役所、各支
所の掲示板で公表します。
※詳しくは、市のホームページ
をご覧いただくか、お問い合
わせください。

　h都市計画課
　　f（22）0904

＜市営住宅＞

＜中堅所得者向け賃貸住宅＞

投票立会人を募集します

市営住宅入居者募集

有 

料 

広 
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募　集

　朽木麻生の里を地元の方の案
内で散策します。
　春の芽吹きを観察しながら、
茅葺屋根の家や歴史ある神社を
見学します。

▼日　　時　４月14日（土）
　　　　　10時～13時
▼場　　所
　（集合）森林公園くつきの森
▼定　　員　30人
　　　　（最少催行人数10人）
▼参 加 費　５００円
　　　　　（保険料、自然環境
　　　　　　維持管理費など）
※弁当代１，０００円（希望者のみ）
▼申込締切　４月９日（月）
　　　　（定員になり次第終了）
▼申込方法　ファックス、メール
　イベント名、参加者の氏名・
年齢、電話番号、住所をご記入
ください。

　h・iＮＰＯ法人麻生里山
　　　　 センター
　　f（38）8099
　　g（38）8012
　　jasosatoyama@zb.
　　　 ztv.ne.jp

　春の「くつきの森」をガイド
の案内で散策し、森林を眺めな
がらヨガを楽しみませんか。
　お昼は、おしゃべりをしなが
ら郷土料理弁当を味わいます。
　普段味わえないリラックスし
た時間をお届けします。

▼日　　時　４月21日（土）
　　　　　10時～13時30分
▼場　　所
　（集合）森林公園くつきの森
　　　　  研究所（ユリノキ広場）
▼定　　員　20人
　　　　（最小催行人数10人）
▼参 加 費　２，５００円
　　　（昼食・保険・体験料など）
▼申込締切　４月13日（金）
　　　　（定員になり次第終了）
▼申込方法　ファックス、メール
　イベント名、参加者の氏名・
年齢、電話番号、住所をご記入
ください。

　h・iＮＰＯ法人麻生里山
　　　　 センター
　　f（38）8099
　　g（38）8012
　　jasosatoyama@zb.
　　　 ztv.ne.jp

　元県職員の講師に、県民と連携して健康福祉行政を推し進められ
た経験をお話しいただきます。私たちの老後のイメージを今一度考
えてみませんか？

▼日　時　３月24日(土)　13時30分～15時30分
▼場　所　安曇川公民館
▼講　師　元滋賀県職員　北川　憲司さん
▼参加費　無料

　h高島市女性の会連絡協議会
　　f（34）0432

　桜の美しい季節に、淀川から
石清水八幡宮周辺をのんびりと
巡りませんか。約10㎞の平坦
なコースを歩きます。コースの
詳細パンフレットは各保健セン
ターに置いてあります。

▼日　時　４月10日(火)
　　　　　８時30分
　　　　　　～ 17時30分　
※小雨決行
　（雨天中止の場合は、お電話
　　でお知らせします。）
▼集合時間・場所
　　８時15分
　　高島保健センター
▼定　員　１００人
　　（定員を超える場合は抽選）
▼参加費　２，０００円
　　　（拝観料、バス･保険・　
　　　写真代など）当日徴収
▼持ち物　お弁当、お茶、タオ
　　　　　ル、雨具等
▼申込締切　３月15日（木）　
　　　　　　※当日消印有効
▼申込方法　はがき
　参加希望者全員の氏名と、代
表者の住所・電話番号を明記し
てください。
（一枚につき５人まで申し込み
可）

（主催）男性グループ
　　　　「やんちゃおやじの会」

　h・i高島保健センター
　　〒520-1121
　　　高島市勝野680
　　　f（36）8008

きらっと輝く女性のための講座
「私たちの老後のイメージを考える」

４月の定例ハイキング
森の癒し体験
～森林ハイク・ヨガ
　　　＆郷土料理弁当～

春の健康ハイキング
～淀川の桜並木満喫コース～

　日本赤十字社滋賀県支部と大津・長浜両赤十字
病院では、健康増進を目的として「赤十字県民大
学」を開講し、両病院の医師・看護師等が身近な
医療に関するテーマについて講話等を行います。
関心のある方は、ぜひご参加ください。

▼開講期間　平成24年４月～平成25年３月
▼場　所
　　［大津会場］ピアザ淡海県民交流センター　
　　［米原会場］滋賀県立文化産業交流会館
▼対象者　18歳以上の方
▼受講料　無　料

▼申込期間　３月１日（木）～23日（金）
▼申込方法
　往復はがきに住所・氏名（ふりがな）・年齢・
電話番号をご記入のうえ、次のところへ送付して
ください。（応募者多数の場合は抽選）
［大津会場］〒520-8511 大津市長等一丁目1-35
　　　　　　大津赤十字病院　医療社会事業部
［米原会場］〒526-8585 長浜市宮前町１４- ７
　　　　　　長浜赤十字病院　社会課

　h日本赤十字社滋賀県支部
　　f077（522）6758

　「美しい・マキノ桜守の会」
では、春の観光シーズンを前に、
海津大崎の桜並木でクリーン作
戦(ゴミ拾い)を実施します。
　訪れる方々に、より美しく、
より気持ちよく桜並木をご覧い
ただきたいと考えています。活
動に興味のある方は、お気軽に
ご参加ください。

▼日　時　３月11日（日）
　　　　　９時から２時間程度
▼場　所　旦過園地集合
　　　　（マキノ町海津・大崎並木口）
▼その他
　積雪が多い場合、７時に大雨・
強風・雷注意報が発令されてい
る場合は中止します。

　h美しいマキノ・桜守の会
　　（代表事務局　マキノ支所）
　　f（27）1121

　「自分の思いをどのように伝
えていいのかわからない」「納
得のいくキャッチコピーができ
なくて」こんなお悩みを解消！
熱意を効果的にＰＲする方法を
学びます。

▼日　時　３月26日（月）
　　　　　10時～16時30分
▼場　所　働く女性の家
▼内　容
　・情報の収集・整理、行列が
　　できる企画の作り方
　・思わず手に取るチラシ、人
　　を呼ぶキャッチコピーの作
　　り方
▼対　象　市内在住・在勤・在
　　　　　学の方（定員40人）
▼受講料　５００円（資料代）
▼申込方法　電話、ファックス
▼その他　昼食には、体に優し
いランチBOX（500円）を用
意しています。（要申込）
　
　h・i働く女性の家
　　f・g（22）5775

　大切な人のためにお料理して
みませんか。バレンタインデー
のお礼とあなたの思いが伝わる
ように、体に優しいカレー＆
チャパティー（薄焼きパン）を
一緒に作りましょう。

▼日　時　３月10日（土）
　　　　　13時30分
　　　　　　　～17時30分
▼場　所　働く女性の家
▼講　師　自然農法「恵農園」
　　　　　　　椙村　恵次さん
▼対　象　市内在住・在勤・在
　　　　　学の男性（定員８人）
▼参加費　１，０００円（材料費）
▼持ち物　エプロン、三角巾、
　　　　　お手ふき用タオル、
　　　　　大きめのタッパー２つ
▼申込方法　電話、ファックス
　
※男性の家事参加を事業趣旨と
しています。
※完成した料理（２人前）は自
宅に持ち帰り、大切な人にプ
レゼントしてください。
　
　h・i働く女性の家
　　f・g（22）5775

海津大崎の桜並木クリー
ン作戦に参加しませんか

手作りホワイトデープレゼント
男性の味噌風味根菜カレーづくり

人が集まる！ 行列ができる！
企画とチラシの作り方講座

赤十字県民大学の開講
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募　集催　し

　内閣府では、日本と世界各国
の青年との交流を通して、広い
国際的視野と国際協調の精神を
身に付けた、次代を担うにふさ
わしい青年を育成するため、青
年国際交流事業を実施していま
す。現在、平成24年度事業の
参加青年を募集しています。詳
しくはお問い合わせください。

▼事業名・実施時期
《国際青年育成交流》９月
《日本・中国青年親善交流》９月
《日本・韓国青年親善交流》９月
《青年社会活動コアリーダー
　育成プログラム》　10月
《東南アジア青年の船》10月～12月
《世界青年の船》平成25年１月～３月

　h内閣府子ども若者・
　　子育て施策総合推進室
　　f03（3581）1181
　khttp://www.cao.go.jp/koryu/

　夢を実現された市内の女性が
作り出す「美と健康と癒し」の
コラボレーションイベント。
　出展者の思いと技術に触れ
て、よい刺激と癒しを得てくだ
さい。一歩ふみだそうとしてい
るあなたへ、自分らしく元気に
生きていく情報やヒントを贈り
ます。
　
▼日　時　３月20日（火）
　　　　　　10時～16時
▼場　所　働く女性の家
▼内　容
《体験ブース》
　ヘッドマッサージ、ハンドト
リートメント、美眉メイク、西
洋占星術、カラーセラピー、ア
ロマヨガ、引き締めヨガなど
《食事ブース》
　地元野菜たっぷりランチＢＯ
Ｘ、豆カレー、おやき、ナチュ
ラルスイーツのスコーンやバナ
ナクレープ、穀物コーヒー、豆
乳チャイなど
《展　示》
　アレルギーっ子の気持を考え
る会
▼その他　託児有り
　　　　（有料・要予約）
※各ブースの料金など詳しくは
チラシをご覧になるか、お問
い合せください。
　
　h・i働く女性の家
　　f・g（22）5775　　　

実現された数多くの「夢」
を実体験★
わたしへのごほうびＤＡＹ

「内閣府青年国際交流事業」
の参加青年募集！

▼日　時　３月11日（日）
　　　　　　10時～15時
▼会　場　安曇川公民館
▼内　容
《第１部》
第５回発達障がい支援セミナー
「自閉症の理解と援助」
（講師）びわこ学園医療福祉
　　　　センター野洲
　　　相談課長　石井裕紀子さん
《ビデオ上映》
「地域で働き、暮らす障がい者
の実際・障がい者を支える余暇
支援の取り組み」
《第２部》
「障がい者とその家族・支援者の
ための権利擁護支援と成年後見」
（講師）特定非営利活動法人
　　　　ＰＡＳネット
　　　理事長　上田　晴男さん
▼参加費　無料
▼申込方法　電話、ファックス
※当日参加も可能ですが、資料
が無くなる場合がありますの
でできる限り事前にお申し込
みください。

※手話通訳・要約筆記があります。

　h湖西地域障害者生活支援
　　センターわになろう
　　f・g（25）8276

　「防災意識の向上」と「住宅用火災警報器の設置推進」を目的に、
大人から子どもまで興味をひく体験コーナーや展示が盛りだくさんの
防災体験ひろばを開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。

▼日　時　３月４日（日）
　　　　　　13時～16時
▼場　所　高島市消防本部
▼内　容　地震体験、煙体験、
　　　　　放水体験、火災実験、
　　　　　ロープ渡り体験、
　　　　　防火ポスター展など

　h消防本部予防課
　　f（22）5403　

　「元治元年、一橋慶喜が天狗党征伐のため、海津宿にて本陣を張る。
雪中敦賀にて天狗党降伏す」という幕末の日記の原文を解読します。
　講座方式ですので、初心者の方でもご参加いただけます。

▼日　時　３月９日(金)・４月13日（金）・５月11日（金）
　　　　　いずれも13時30分～15時30分
▼場　所　マキノ土に学ぶ里研修センター
▼内　容　古文書の読み方、資料の歴史的背景をマキノ古文書クラブ
　　　　　員が解説します。
▼参加費　無料
▼申込締切　３月７日（水）　　　▼申込方法　電話
（主催）マキノ古文書クラブ

　h・iマキノ資料館　f（27）1484

（相談無料・秘密厳守）相　談
相　談 日　時 場　所 内　容

特設人権なんでも相談所
h人権施策課
　f（２５）８５２４

３月14日（水）
13時～16時

市役所本庁
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど人権に関わる問題
で悩んでいませんか？　
　ひとりで悩まずに、人権擁護委員にご相談ください。

地区別行政相談所
h生活相談課
　f（２５）８１２５

３月16日（金）
13時～16時

アイリッシュ
パーク

　国・県・市の行政に関わる相談を、行政相談員がお受け
し、問題解決に向けて、関係行政機関につなげます。

一日年金相談所 

h保険年金課
　f（２５）８１３７

３月22日（木）
10時～16時 今津支所

▼申込方法　次の予約専用電話番号にお電話ください。
　大津年金事務所　f077（521）1489
　　平日８時30分～17時
　※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。
　※定員になり次第、締め切ります。

防災体験ひろば２０１２

マキノ古文書クラブ　古文書・歴史公開講座

消防庁マスコット
キャラの消太くんも
やってくる！

知りたい！ 学びたい！
　発達障がいのこと
　成年後見のこと

　安曇川地域の夏の一大イベン
ト「安曇川夏まつり」を一から
創り、企画・準備・運営全般に
協力頂ける方を募集します。

▼募集対象
　安曇川在住の成人の方
※無報酬ですのでボランティア
として参加していただける方
▼募集人員　５人程度
▼応募締切　３月26日（月）
▼応募方法　電話

　hあどがわ夏まつり
　　実行委員会（安曇川支所内）
　　f（32）1131

平成24年安曇川夏まつり
実行委員募集

国際交流サロン参加者募集

《英語国際交流サロン》
　異文化理解を深めながら、気
軽に英会話を楽しみましょう。
▼日時・場所
　３月10日（土）
　　　安曇川公民館
　１回目９時30分～10時30分
　２回目10 時45分～11時45分
▼講師　ケビン・ディーガンさん

《韓国語国際交流サロン》
　ドラマなどで耳慣れてきた韓
国語を学びながら、韓国の文化
にも触れてみましょう。
▼日時・場所
　３月10日（土）
　　　安曇川公民館
　３月24日（土）
　　　今津東コミュニティセ
　　　ンター　

　
・交流サロン　　14時～15時
・ハングルサロン
　　15 時15分～16時15分
▼講師　チョウ・ポンナさん

　h・i高島市国際協会事務局
　　f（20）1180
　　g（20）1182
　　jtifa822@ares.eonet.ne.jp

▼定　員　
　 各回10人程度（先着順）
▼参加費
　一般５００円
　高島市国際協会会員２００円
▼申込方法
　電話、ファックス、メール
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文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（f32-2461）までお寄せください。
締め切りは毎月25日です。

鑑 賞 無 料火・休

※最終日　15時まで

「春の布」

朽木資料館

９時～16時30分
朽木の生活文化を伝える

●常設展示

全席自由
13時30分開演

一　　般　１，０００円
高校生以下　   ５００円
（当日２００円増）

ひな祭りジャズコンサート

鑑 賞 無 料

「草木染め・立石啓子展 」

10時～17時30分

　今年で７回目のステージ。今回は、ゆ
ったりとした大人のジャズに、ビッグベ
ルとスイートベルが挑戦します。ゲスト
には京都から、ジャズボーカル村木舞と
ジャズピアニスト西山靖夫をむかえて、
じっくり聴かせます！！

10時～22時

高島歴史民俗資料館 ●コーナー展示

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を調べる
●常設展示

古雛展

９時～16時30分

【コーナー展】

マキノ資料館

山と湖
うみ

の生活文化を伝える
●常設展示

９時～16時30分

▼出　演　高島市民ジャズオーケストラ
　　　　　“ビッグベル”
　　　　　高島レディースブラス
　　　　　“スイートベル”
　　　　　ゲスト　西山靖夫＆村木舞

藤樹の里文化芸術会館

入 館 無 料月・火・祝日
  　 休 入 館 無 料月・火・祝日

  　  休

開催中～4/1日

　hマキノ資料館　f（27）1484 　h高島歴史民俗資料館　f（36）1553

3/4日

　h藤樹の里文化芸術会館
　　f（32）2461

入 館 無 料月・火・祝日
  　 休 　h朽木資料館　f（38）2339

　h安曇川町田中426　f（32）0150

ギャラリー 藤乃井

3/2金～31土
ギャラリー Cafe Cozy

　h今津町舟橋2-8-10　f（22）1414

3/9金～15木

鑑 賞 無 料

「高島市美術協会展
　　　　　　・写真の部」3/1木～14水
　h今津町今津1689-2　f（22）6666

今津サンブリッジホテル
ギャラリー

全席自由
13時開演

一　　律 　5００円

ぶんげい☆春の演劇祭
　ぶんげい演劇教室の発表公演と市内演
劇集団による演劇祭です。

藤樹の里文化芸術会館

3/18日

　h藤樹の里文化芸術会館
　　f（32）2461

名勝指定記念
「発掘された朽木池の沢庭園」

●コーナー展示

●コーナー展示
高島市の重要文化的景観【コーナー展】

開催中～4/1日

【コーナー展】

開催中～4/1日

全席自由
13時30分開演

一　　律 　5００円

２０１２たかしま市民音楽祭
「響」
　ジュニア・シルバー・混声・男声・女
声・高校生といろんな団体が紅白に分か
れて歌の競演です。

高島市民会館

3/20火

　h高島市民会館
　　f（22）1764

土の匂い・風の音・月の光・
麻布に込めて

ガリバーホール

　h秀礼琴の会　f（36）0080

「琴伝流大正琴・秀礼琴の会
　ひびきあいコンサート」

無 料／全席自由

全席自由

①10時30分上映

映画「一枚のハガキ」上映会
　第35回日本アカデミー賞優秀監督賞
ノミネート！　日本映画界の至宝、新藤
兼人監督が99年の人生をかけた、映画
人生最後の最高傑作！

　hガリバーホール
　　f（36）0219

▼監　督
　新藤兼人
▼出　演
　豊川悦司、大竹しのぶ、
　六平直政、柄本明、
　倍賞美津子、大杉漣、
　津川雅彦　ほか
▼上映時間
　１１４分

ガリバーホール

（主催）
映画『一枚のハガキ』
上映会事業実行委員会

②14時上映
★２回上映。
　各回入れ替え制

夢ぼうし・希舎・ｎｕｕ

高島市民会館

　h安曇川高校吹奏楽部　f（32）0477

安曇川高校吹奏楽部
　　　第35回定期演奏会

無 料／全席自由

～テーマ「大航海」～
　部員一同心を込めて演奏します。ぜひお越しく
ださい。

　豊川悦司、大竹しのぶ、

5/13日

一　　般　１，０００円
中学生以下　   8００円
（当日２００円増）

13時30分　開演
3/24土

14時　開演
3/25日

湖西地域の文化情報
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○高島保健所　　f（22）2419
○県立精神保健福祉センター　f077（567）5010
○高島市役所 マキノ保健センター f（27）1128
 今津保健センター f（22）5101
 新旭保健センター f（25）8110
 安曇川保健センター f（32）4413
 高島保健センター f（36）8008
 朽木支所 f（38）2332
 健康推進課 f（25）8078
 障害福祉課 f（25）8516

こころやからだの不調の相談

○滋賀いのちの電話　f077（553）7387
　　　受付日・時間：金、土、日曜日
　　　　　　　　　　10時～22時
○こころの電話相談　f077（567）5560　
　　　受付日・時間：月～金曜日
　　　　　　　　　　10時～12時　 13時～21時
         　　　      　　　（土・日・祝日・年末年始を除く）

こころの悩みの相談

○高島市生活相談課　f（25）8125

多重債務（借金）に関する相談

相談内容の秘密は厳守します。あなたは決して一人ではありません。
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と
、
回
復
が
遅
れ
、
症
状
の

悪
化
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

h
健
康
推
進
課

　
　

f（
２
５
）８
０
７
８

　

障
害
福
祉
課

　
　

f（
２
５
）８
５
１
６

休
息
を
と
る

薬
を
飲
む

う
つ
病
は
・
・
・

回
復
に
む
か
っ
て

症　

状

 ● 服装や身なりに気
をつかわなくなる

 ● 集中力の低下、小
さなミスが続く

 ● 趣味や友人、家族
との会話などが楽
しめない

など

 ● 寝ても寝た気がし
ない、食べてもお
いしいと感じない

 ● 原因がはっきりし
ない体調不良が続
く

 ● すぐに疲れる、か
らだがいつも重い

など

の症状の症状 心体

▼プログラム
　・13時～
　　安曇川高校演劇部
　・14時15分～
　　高島高校演劇部
　・15時30分～
　　ぶんげい演劇教室＋
　　演劇集団つばめ



BOOK INFORMATION
そうだ

図書館に

行こう♪

そうだ

図書館に

行こう♪

開館日カレンダー▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

３ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

今 津 図 書 館
f(22)3827 休 休 話 休 話 映 休 話 休

安曇川図書館
f(32)4711 話 休 休 話 休 小映 休

マキノ図書館
f(27)0350 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
f(38)2324 休 休 休 休 休 休 話 休 休

新 旭 図 書 室
f(25)2811 話 休 休 話 休 休 休 休 休 休

高 島 図 書 室
f(36)2160 休 休 休 休 話 休 休 休 休

３月

話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。映 は映画会。小映 は子ども映画会。
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平成24年1月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ

栗
く り も と

本 悠
ゆ う た

多 男 1 月 6 日 大 沼

西
に し む ら

村 風
ふ う か

香 女 1月24日 海 津

  今　　　津

古
ふ る か わ

川 　 玲
れい 男 1 月 4 日今 津

田
た ば た

端 真
ま な か

佳 女 1 月 6 日 今 津

安
や す た け

武 玄
は る ま

馬 男 1 月 7 日 南新保

坂
さ か も と

本　伸
の え る

恵隆 男 1月10日 浜 分

氏　名 性別 生年月日 ところ

望
も ち づ き

月 梨
り

愛
な 女 1月26日 南新保

  新　　　旭

髙
た か お か

岡 義
よ し と

人 男 1月14日 新 庄

中
な か む ら

村 紗
さ

來
ら 女 1月15日 旭

  安　曇　川

狛
こ ま い

井　里
り お ね

桜音 女 1 月 3 日 田 中

竹
た け わ き

脇 一
い ち と

音 男 1 月 8 日 下古賀

増
ま す だ

田 海
かいしゅう

舟 男 1 月 9 日 西万木

氏　名 性別 生年月日 ところ

大
お お や ま

山 修
しゅうえい

榮 男 1月12日 田 中

  高　　　島

万
ゆ る ぎ

木 萌
も

菜
な 女 12月26日野 田

万
ゆ る ぎ

木 陽
は る と

翔 男 12月29日 鴨

大
お お つ じ

辻 望
も

愛
あ 女 1月 1 1日音 羽

三
み つ や

矢 杏
あ ん り

莉 女 1月 2 4日永 田

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
小
お

　多
だ

　サダ子
こ

 女 89 下

木
き の し た

下 な み 女 96 下開田

濱
は ま だ

田 由
よ し か ず

一 男 78 新 保

  今　　　津

石
い し ば

庭 久
ひ さ お

男 男 59 浜 分

太
お お た

田 　 武
たけし 男 73 名小路

河
かわはらだ

𠩤田　久
ひ さ つ ぐ

嗣 男 64 岸 脇

杉
す ぎ は ら

𠩤 久
ひ さ お

男 男 85 桂

武
た け と も

友　よしの 女 86 松陽台

中
な か む ら

村　智
ち え こ

英子 女 81 松陽台

如
に ょ さ か

阪 外
そ と い ち

一 男 77 南新保

廣
ひ ろ は た

畑　清
せいいちろう

一郎 男 83 弘 川

前
ま え が わ

川 　 進
すすむ 男 86 弘 川

水
み ず た

田 善
ぜ ん き ち

吉 男 90 弘 川

渡
わ た な べ

邊 昭
しょういち

市 男 84 弘 川

  新　　　旭

人

平成24年1月31日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から承諾をいただいた方のみ掲載しています。

- - - 53,274人（　-66）
- - - - - - - - - - - - - 53,208人

氏　名 性別 年齢 ところ

饗
あ い ば

庭 て
て

い
い 女 101 深 溝

浅
あ さ み

見　庄
しょうたろう

太郎 男 78 太 田

荒
あ ら た に

谷 忠
た だ お

夫 男 82 新 庄

枝
えだ

　　　みち子
こ 女 61 旭

遠
え ん ど う

藤 り ゑ
え 女 83 旭

久
く

米
め

順
じゅんぞう

三 男 91 太 田

児
こ だ ま

玉 　 豐
ゆたか 男 66 饗 庭

多
た

胡
ご

明
あ き お

夫 男 78 新 庄

戸
と じ ま

島　みゆき 女 98 新 庄

服
は っ と り

部 ま つ 女 92 旭

  安　曇　川

饗
あ い ば

庭　甚
じんざぶろう

三郎 男 89 西万木

木
き う ち

内　市
いちさぶろう

三郎 男 92 北船木

北
き た む ら

村 　 録
ふみ 女 85 下古賀

小
こ じ ま

島 庄
しょうきち

𠮷 男 83 下小川

澤
さ わ い

井 一
か ず こ

子 女 83 横江浜

澤
さ わ い

井 　 忠
ただし 男 70 横江浜

氏　名 性別 年齢 ところ

田
た な か

中 ツ ネ 女 92 下小川

田
た な べ

邉 エ ン 女 92 南船木

中
な か じ ま

島 と み 女 97 長 尾

西
に し か わ

川 　 實
みのる 男 79 青 柳

薬
やくしがわ

師川　スエ子
こ 女 89 田 中

藥
やくしがわ

師川　は る 女 89 田 中

  高　　　島

川
か わ い

合 よ そ
そ 女 86 永 田

岸
き し だ

田 幸
こ う し ち

七 男 101 黒 谷

木
き

津
づ

ふ み 女 88 永 田

八
は っ た

田 廣
ひ ろ こ

子 女 75 武曽横山

山
や ま も と

本 ま つ 女 91 鴨

  朽　　　木

池
い け だ

田 シ モ 女 94 大 野

北
き た が わ

川　惠
え み こ

美子 女 83 麻 生

田
た な か

中 ユ キ 女 93 市 場

福
ふ く だ

田 　 昭
みあさ 男 91 麻 生

たかしま
　  の
人の動き

- - - 53,764人（-556）
- - - - - - - - - - - - - 25,899人
- - - - - - - - - - - - - 27,309人
- - - - - - - - - - - - - 19,806世帯

窓口だより

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月

納付のお知らせ３月
税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

火 水
木 金

項　目 期　別 納期限
国民健康保険税（普通徴収） 第12期 ３月26日
介 護 保 険 料（普通徴収） 第12期

４月２日
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第９期

新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お誕生おめでとう！（出生）

今津図書館

の オススメの一冊
図書館利用者のオススメの
一冊を、本の感想とあわせ
てご紹介します。私

▼バーコードが印刷された納付書は、コンビ二でも納付できます。

　三姉妹とその母の物語5編。
　三女凪子は、体の悩みをかかえながらも、結婚。
幸せになれるのか・・・・。
　次女月子は子育てに悩み、ネットという現実逃避
の中壊れていく・・・・・。
　長女征子は役職付のキャリアウーマン。40歳目
前にして仕事か結婚か・・・・。
　三姉妹の母佐喜子の突然の失踪。誰も私を分かっ
てくれない・・・・。
　各々思いの中で、その答えを見つけ出してい
く・・・。
　家族の絆は根底でつながり、互いの思いが互いを
育てるのだと知った一冊。

（朽木　田村ゆみかさん）

朝比奈あすか／著（光文社）
『彼女のしあわせ』

■納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞金
が加算されます。
■口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。

『15分できちんとおいしい晩ごはん』
小林まさみ／著　（主婦と生活社）

　「忙しくても、道具がそ
ろってなくても大丈夫。誰
でも15分でおいしい晩ご
はんが作れる方法！」と聞
けば早速チャレンジしたく
なります。毎日忙しくても、
しっかり栄養もとらなくっ
ちゃ。

『みんな大好き！
 アンパンマンのフェルトマスコット』

　子どもたちに大人気のア
ンパンマン。新学期にそな
え、ストラップやヘアゴム
など作っちゃおう。アップ
リケやごっこ遊びに使える
グッズも載ってます。

（日本ヴォ－グ社）

◆エントランス展示
　「土鈴　思い出の後　展」
【期間】２日（金）～31日（土）

【日時】９日（金）14時～15時
◆ かけはし「朗読会」

　外国人に日本文化につい
てディスカッションしても
らう番組「COOLJAPAN
発掘！かっこいいニッポ
ン」のスタッフが、放送し
たものを中心に日本文化の
すばらしさを再発見できる
言葉、元気になれる言葉な
どを紹介。

堤和彦／著　（武田ランダムハウスジャパン）
『ニッポンのここがスゴイ！』

◆ 朗読講習会②
【日時】４日（日）10時～12時

安曇川図書館

【期間】17日（土）～19日（月）
◆「折り紙展」

『ぎょうじのえほん』
西本鶏介／文　　新谷尚紀／監　（ポプラ社）

　子どもたちに身近な行事
を、楽しいおはなしペ－ジ
と、豊富な写真と絵の知識
ペ－ジで理解を深めます。
案外「えっ？そうだった
の！」と再認識。

【日時】18日（日）14時～15時

◆ 子どもブッククラブ
　「英語でおはなし会」

◆ 人形劇団「六」公演
【日時】24日（土）
　　　  10時30分～11時30分

R

R
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編集者のつぶやき
　表紙は、朽木スキー場30周年を記念し
て開催された「くつき雪まつり2012」の
ようすです。猪汁のふるまいやステージ
ショー、雪上宝探し、スノーチュービング
体験などが行われました。家族連れなどお
よそ2,000人が訪れ、終日大賑わい。私
もスキー場に行くのは久しぶりで楽しい気
分になりました。スキー場の運営には雪が
大切ですが、降りすぎるのも困りもの。日
常生活に支障がない程度に適度に降ってほ
しいものです。　　　　　　（広報担当S）

天
神
畑
・
上
御
殿
遺
跡
と
は

▲朽木池の沢庭園の遠景

国道367号線国道367号線

朽木池の沢庭園

▲今も残る遣水状の流れ

　
「
お
庭
は
お
掃
除
が
肝
心
・
・
・
」。

日
本
庭
園
の
美
し
さ
は
日
頃
の
手
入
れ

と
丹
念
な
掃
除
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
古
く
か
ら
残
る
名
庭
園
の

多
く
は
、
長
年
の
風
雪
や
人
に
よ
る
改

変
な
ど
に
よ
り
、
造
ら
れ
た
当
初
の
庭

園
景
観
は
留
め
ず
、
当
初
の
姿
を
観
賞

で
き
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

朽
木
池
の
沢
庭
園
は
、
高
島
市
朽
木

村
井
に
所
在
す
る
平
安
時
代
末
期
〜
鎌

倉
時
代
前
期
（
12
世
紀
後
半
〜
13
世
紀

前
半
）
の
庭
園
跡
で
す
が
、
当
初
の

庭
園
の
様
子
を
よ
く
残
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
23
年
11
月
に
国
名
勝
「
朽

木
池
の
沢
庭
園
」
と
し
て
指
定
に
向
け

て
の
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。
高
島
市
内

で
は
朽
木
岩
瀬
の
興
聖
寺
境
内
に
あ
る

「
旧
秀
隣
寺
庭
園
」
に
続
き
２
件
目
の

国
指
定
名
勝
庭
園
と
な
り
ま
す
。

　

庭
園
の
存
在
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
（
詳
細
は
「
広
報
た
か
し

ま
№
13
」
参
照
）、
造
ら
れ
た
年
代
や

ど
の
よ
う
な
庭
園
で
あ
っ
た
か

な
ど
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る

　

池
に
つ
い
て
は
、
湧
き
出
た
水
が
緩

や
か
に
蛇
行
す
る
よ
う
に
流
れ
、
石
組

の
落
ち
口
か
ら
安
曇
川
へ
排
水
さ
れ
ま

す
。
池
に
は
、
玉
石
と
礫れ
き

を
盛
り
上
げ

た
細
長
い
岬
が
造
ら
れ
、
岬
の
先
端
か

ら
は
、
岩
盤
を
利
用
し
た
荒
磯
風
石
組

み
を
背
景
に
、両
岸
を
玉
石
・
礫
に
よ
っ

て
意
匠
さ
れ
た
池
の
全
容
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
池
を
中
心
と
す

る
庭
園
は
、
饗
宴
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
曲
き
ょ
く
す
い
の
え
ん

水
宴
（
流
れ
に
杯

を
浮
か
べ
て
詩
歌
を
詠
む
遊
宴
）
な
ど

の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
末
期
か

ら
鎌
倉
時
代
前
期
の
庭
園
の
姿
が
、
周

辺
の
環
境
と
共
に
良
好
に
残
っ
て
い
る

事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
日
本
庭

園
史
の
空
白
期
を
埋
め
る
貴
重
な
事
例

と
し
て
、
国
の
名
勝
庭
園
と
し
て
保
護

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

当
時
の
池
の
水
の
流
れ
や
石
組
み
な
ど

の
庭
園
意
匠
は
、
現
在
で
も
自
然
林
の

中
に
顕
在
す
る
こ
と
か
ら
、
四
季
を
通

じ
た
庭
園
の
姿
を
愉た
の

し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
に
し
え
の
趣
を
残

す
庭
園
の
姿
を
実
感
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　

h
文
化
財
課

　
　

f（
３
２
）４
４
６
７

新
名
勝
指
定
！

朽
木
池
の
沢
庭
園

目
的
で
、
平
成
18
〜
21
年
に
市

教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

庭
園
は
、
安
曇
川
の
旧
河
道

の
窪
み
に
山
裾
か
ら
の
湧
水
を

溜
め
て
池
を
造
り
、
露
出
す
る

岩
盤
を
築
山
の
景
色
に
取
り
込

む
な
ど
、
自
然
の
地
形
を
巧
み

に
利
用
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
し

た
。


